
　9月23日、NTT淀総合運動場で、オーストラリア・

ワーウィック市のサッカーチームと久御山高校サッ

カー部や町選抜チームなどの親善サッカーカーニバ

ルがおこなわれました。 

　昨年は、ワーウィック市のサッカーカーニバルに

町選抜チームが参加し、今回は町で開催が実現。サ

ッカーを通して、国際交流を図りました。 

サッカーを通して交流 

明るい選挙啓発ポスター・標語など 
行政ニュース 

子育てボランティアの募集など 

町民運動会など 
みんなの広場 
平成19年度決算 
まちの家計簿 

INFORMATION

木津川の変遷（8） 
ふるさとの川の流れに 

12P

10P

16P

26P

2P

9月21日に来庁したワーウィック・ステート・ 
ハイスクールの生徒と合同の歓迎レセプション（右下） 
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一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
七
十

六
億
八
千
五
百
十
万
円
、
歳
出
総
額
七
十
四

億
一
千
四
百
十
七
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
い
た
二
億
七
千
九
十
三
万
円
か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た
実
質

収
支
額
は
、
二
億
五
千
八
十
三
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
入
・
歳
出
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と

比
べ
る
と
、
歳
入
総
額
で
三
億
五
千
七
百
六

十
二
万
円
（
四
・
九
㌫
）、
歳
出
総
額
で
四

億
三
百
三
十
二
万
円
（
五
・
八
㌫
）
の
増
と

な
り
、
こ
れ
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
積
極
的
な
町
政
運
営
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

平
成
十
九
年
度
の
財
政
状
況
は
、
町
税
で

は
、
町
民
税
所
得
割
や
法
人
税
割
を
は
じ
め
、

固
定
資
産
税
で
も
増
収
と
な
り
、
町
税
全
体

で
大
幅
な
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
と

も
な
い
、
地
方
譲
与
税
や
地
方
消
費
税
交
付

金
な
ど
を
含
め
た
一
般
財
源
の
総
額
は
、
前

年
度
と
比
べ
二
億
四
千
七
百
一
万
円
増
の
五

十
四
億
五
千
二
百
七
十
九
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
 

こ
の
よ
う
に
一
般
財
源
の
総
額
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度

の
八
十
九
・
八
㌫
か
ら
八
十
五
・
七
㌫
と
四
・

一
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
今
後
も
「
人
輝
き
　心
和
ら
ぐ

躍
動
の
ま
ち
　久
御
山
」
の
実
現
を
図
る
た

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
・
計
画
的
な

執
行
と
、
聖
域
な
き
経
費
節
減
を
推
進
し
、

引
き
続
き
町
税
等
の
一
般
財
源
の
確
保
と
、

よ
り
健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
の
確
立
に

つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
、
今
後
と
も
「
第
3
次
行
政

改
革
大
綱
」
や
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
種
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
実
に
遂
行
し

て
い
き
ま
す
。
 

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
 

今
号
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
か
か
わ
り
の
深
い
、
一
般
会
計
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
金
額
は
い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
 

歳
入
決
算
額
の
内
訳
を
み
る
と
、
町
税
で

は
、
前
年
度
に
比
べ
四
億
二
千
九
百
五
十
六

万
円
、九
・
六
㌫
増
の
四
十
八
億
九
千
九
百

四
十
万
円
（
歳
入
全
体
の
六
十
三
・
八
㌫
）

と
な
り
、
地
方
譲
与
税
は
、
所
得
譲
与
税
の

廃
止
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
六
十
三
・
九

㌫
減
の
六
千
九
百
四
十
四
万
円
と
な
り
、
地

方
消
費
税
交
付
金
や
自
動
車
取
得
税
交
付
金

な
ど
も
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

国
庫
支
出
金
は
、
主
に
新
市
街
地
整
備
事

実
質
収
支
は 

二
億
五
千
八
十
三
万
円
の
黒
字 
特色 

実
質
収
支
は 

二
億
五
千
八
十
三
万
円
の
黒
字 

町
税
が
全
体
の 

　
　
　
６４
㌫
を
占
め
る 

歳入 

町
税
が
全
体
の 

　
　
　
６４
㌫
を
占
め
る 

▼平成19年度会計別決算額 

2億7093万円 

1282万円 

60万円 

1万円 

553万円 

1160万円 

885万円 

△9181万円 

差引額（Ａ）―（Ｂ） 

74億1417万円 

17億3855万円 

701万円 

13億1967万円 

10億2496万円 

7億8955万円 

5億2243万円 

1億7607万円 

歳出（Ｂ） 

76億8510万円 

17億5137万円 

761万円 

13億1968万円 

10億3049万円 

8億 115万円 

5億3128万円 

8426万円 

歳入（Ａ） 会　　計　　名 

収益的収支 

資本的収支 
水道事業会計 

国民健康保険 

三郷山財産区 

老 人 保 健  

公共下水道事業 

介 護 保 険  

一　般　会　計 

特

別

会

計
 

歳出総額 

歳入総額 

歳出総額 

平成19年度 平成19年度 
一般会計 一般会計 
歳入総額 76億8510万円 

74億1417万円 

住
民
ニ
ー
ズ
 

住
民
ニ
ー
ズ
 

住
民
ニ
ー
ズ
 

に
対
応
し
た
 

ま
ち
づ
く
り
 

ま
ち
づ
く
り
 

ま
ち
づ
く
り
 

を
積
極
的
に
推
進
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業
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
九
十
三
・
一
㌫
増
の
五
億
三

千
九
百
二
十
六
万
円
（
同
七
・
〇
㌫
）
と
な

り
、
ま
た
、
府
支
出
金
は
、
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
府
費
負
担
金
な
ど
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
十
三
・
九
㌫
増
の
二
億
五
千

九
百
十
四
万
円
（
同
三
・
四
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。
 

寄
附
金
で
は
、
開
発
協
力
金
の
減
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
二
十
二
・
五
㌫
減
の
三
千
七

百
二
十
二
万
円
（
同
〇
・
五
㌫
）
と
な
り
、

繰
入
金
で
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

が
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
公
共
施
設
建
設
基
金

繰
入
金
額
も
前
年
度
よ
り
減
と
な
り
、
前
年

度
と
比
べ
五
十
三
・
三
㌫
減
の
三
億
九
千
三

百
六
十
万
円
（
同
五
・
一
㌫
）
と
な
り
ま
し

た
。
 

諸
収
入
は
、
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
預

託
金
戻
入
金
な
ど
の
増
で
、
前
年
度
と
比
べ

七
・
〇
㌫
増
の
八
千
三
百
五
十
三
万
円
（
同

一
・
一
㌫
）
と
な
り
、
町
債
は
、
国
営
総
合

農
地
防
災
事
業
な
ど
に
計
画
的
な
起
債
を
お

こ
な
い
、
前
年
度
と
比
べ
四
十
四
・
一
㌫
増

の
五
億
四
千
七
百
十
万
円
（
同
七
・
一
㌫
）

と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件

費
は
、
定
年
退
職
者
の
増
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
四
・
二
㌫
減
の
二
十
一
億
二
千
六
万

円
（
歳
出
全
体
の
二
十
八
・
六
㌫
）
と
な
り

ま
し
た
。
 

物
件
費
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
開
発
委
託

な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
十
・
四

㌫
増
の
十
二
億
六
千
七
百
三
万
円（
同
十
七
・

一
㌫
）
と
な
り
、
扶
助
費
で
は
、
主
に
、
障

害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
や
障
害
者
介
護
給

付
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
十
・
五
㌫
増
の

五
億
八
千
八
百
二
十
四
万
円（
同
七
・
九
㌫
）

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
補
助
費
等
は
、
企

業
立
地
促
進
助
成
金
が
前
年
度
と
比
べ
減
と

な
っ
た
も
の
の
、
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業

負
担
金
の
増
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
十
二
・

三
㌫
増
の
九
億
二
千
八
百
六
十
七
万
円
（
同

十
二
・
五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

積
立
金
は
、
公
共
施
設
建
設
基
金
に
積
み

立
て
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
に
比
べ

四
十
五
・
七
㌫
増
の
一
億
八
千
六
百
万
円（
同

二
・
五
㌫
）
と
な
り
、
貸
付
金
で
は
、
中
小

企
業
低
利
融
資
制
度
の
貸
付
に
係
る
預
託
金

な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
・
六
㌫
増
の
四

千
七
百
四
十
六
万
円
（
同
〇
・
六
㌫
）
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
繰
出
金
は
、
老
人
保
健

特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
で
減
と
な
っ
た
も
の

の
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
で
増
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
十
七
・
三
㌫
増
の
七

億
二
十
一
万
円
（
同
九
・
五
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。
 

普
通
建
設
事
業
の
補
助
事
業
で
は
、
新
市

街
地
整
備
事
業
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
百

十
四
・
四
㌫
の
増
と
な
り
、
単
独
事
業
で
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
」

の
建
設
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
前
年

度
に
比
べ
三
十
・
四
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

普
通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、
補
助
事
業

が
増
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
べ
四
・

八
㌫
増
の
十
億
三
千
二
百
二
十
六
万
円
（
同

十
三
・
九
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

普
通
建
設
事
業
費（
補
助
事
業
）
が 

　
　
　
　
　
　
　
約
114
㌫
の
増 

歳出 

普
通
建
設
事
業
費（
補
助
事
業
）
が 

　
　
　
　
　
　
　
約
114
㌫
の
増 

普通建設事業費 
10億3226万円 
（13.9％） 

利子割交付金等＝利子割交付金＋配当割交付金＋株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金＋自動車取得税交付金＋交通安全対策特別交付金 

▽歳出内訳（性質別） 
総額 74億1417万円 

▽歳入内訳 
総額 76億8510万円 

地方特例交付金等 
8189万円（1.0％） 

町税 
48億9940万円（63.8％） 

地方譲与税6944万円（0.9％） 
利子割交付金等3473万円（0.4％） 
地方消費税交付金3億5511万円（4.6％） 

地方交付税2199万円（0.3％） 

繰越金1億6662万円（2.2％） 
諸収入8353万円（1.1％） 

町債5億4710万円（7.1％） 

財産収入 
2719万円（0.4％） 

繰入金 
3億9360万円（5.1％） 

寄附金 
3722万円 
（0.5％） 

府支出金 
2億5914万円 

（3.4％） 

国庫支出金 
5億3926万円 

（7.0％） 

使用料及び 
手数料 

9382万円 
（1.2％） 

分担金及び負担金 
7506万円（1.0％） 

人件費 
21億2006万円（28.6％） 

物件費 
12億6703万円 
（17.1％） 

維持補修費5600万円（0.8％） 

扶助費5億8824万円（7.9％） 

公債費 
4億8824万円 

（6.6％） 

積立金 
1億8600万円 

（2.5％） 

投資及び 
出資金・貸付金 
4746万円 
（0.6％） 

繰出金 
7億21万円 
（9.5％） 

補助費等 
9億2867万円 
（12.5％） 

（ ） 

歳出総額 

歳入総額 

平成19年度 
一般会計 

住
民
ニ
ー
ズ
 

住
民
ニ
ー
ズ
 

ま
ち
づ
く
り
 

ま
ち
づ
く
り
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歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務

費
で
は
、「
広
報
く
み
や
ま
」
の
発
行
や
電

算
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
で
、
前
年
度
と
比

べ
〇
・
九
㌫
増
の
十
二
億
五
千
六
百
五
十
八

万
円
（
歳
出
全
体
の
十
七
・
〇
㌫
）
と
な
り

ま
し
た
。
 

民
生
費
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
医
療
給

付
や
老
人
医
療
費
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
」
の
建
設
な
ど
積
極
的

に
事
業
を
お
こ
な
い
、前
年
度
と
比
べ
十
一
・

〇
㌫
増
の
十
七
億
七
千
三
百
四
十
九
万
円（
同

二
十
三
・
九
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

衛
生
費
で
は
、「
健
康
く
み
や
ま
21
」
に

基
づ
く
食
育
事
業
や
住
民
基
本
健
診
の
推
進
、

ご
み
・
し
尿
に
係
る
城
南
衛
生
管
理
組
合
負

担
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
一
・
二
㌫
増

の
五
億
四
千
三
百
七
十
二
万
円
（
同
七
・
三

㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

農
林
水
産
業
費
で
は
、
町
独
自
の
支
援
策

で
あ
る
産
地
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
を
は

じ
め
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活

動
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比

べ
百
六
十
四
・
九
㌫
増
の
三
億
一
千
八
百
九

十
万
円
（
同
四
・
三
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

商
工
費
で
は
、
商
工
会
活
動
補
助
や
中
小

企
業
者
の
資
金
借
入
に
係
る
保
証
料
お
よ
び

利
子
の
補
給
金
な
ど
を
お
こ
な
い
、
前
年
度

と
比
べ
三
十
四
・
三
㌫
減
の
二
億
四
千
二
十

万
円
（
同
三
・
二
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

土
木
費
で
は
、
田
井
・
林
線
歩
道
整
備
工

事
や
新
市
街
地
整
備
事
業
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
前
年
度
と
比
べ
二
十
三
・
四
㌫

増
の
十
億
九
千
二
百
六
十
七
万
円
（
同
十
四
・

七
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

消
防
費
で
は
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
お
こ
な
い
消
防
能
力
の

確
保
を
図
っ
た
ほ
か
、
消
防
団
活
動
等
に
指

導
支
援
な
ど
を
実
施
し
、
前
年
度
と
比
べ
五
・

八
㌫
増
の
四
億
四
千
九
十
三
万
円
（
同
六
・

〇
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

教
育
費
で
は
、
東
角
小
学
校
北
校
舎
大
規

模
改
修
・
耐
震
補
強
工
事
や
御
牧
幼
稚
園
の

園
舎
増
築
工
事
な
ど
、
前
年
度
と
比
べ
八
・

六
㌫
減
の
十
一
億
二
千
三
百
九
十
七
万
円（
同

十
五
・
二
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

公
債
費
は
、
元
金
償
還
額
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
二
・
六
㌫
増
の
四
億
八
千
八

百
二
十
四
万
円
（
同
六
・
六
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。
 

●議会費　議会運営のために使ったお金 

●総務費　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維持管

理などの総括的な事務に使ったお金 

●民生費　高齢者や障害者の人々のためや保育所運営など

の福祉全般の事務や事業に使ったお金 

●衛生費　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生活の

ために使ったお金 

●労働費　勤労者の技能の養成などに使ったお金 

●農林水産業費　農業の振興のために使ったお金 

●商工費　商工業の振興に使ったお金 

●土木費　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市計画

事業などに使ったお金 

●消防費　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団の運

営などに使ったお金 

●教育費　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習のた

めの費用、町内の体育施設の維持管理などに使

ったお金 

●公債費　建設事業などをおこなうために借り入れたお金

の返済金 

財政構造を見る二つのバロメーター 
経常収支比率…人件費や扶助費、公債費など経常的な義務的経
費が、税金などの収入に占める割合をいい、70から80㌫程
度が望ましいとされています。 
公債費比率…一年間に返済する町の借入金にかかる元金と利子
の償還額（公債費）が町税などの一般財源に占める割合をい
い、一般的には10㌫以下であると健全、15㌫を超えると要
注意、20㌫以上になると危険といわれています。 

8 

7

15 16 17 18 19年度 

90 

85 

80

％ 

経常収支比率 

公債費比率 

86.2
88.8

90.9 89.8

7.7
7.3

85.7

6.77.67.9

議会費 
1億2855万円（1.7％） 

総務費 
12億5658万円（17.0％） 

民生費 
17億7349万円（23.9％） 

衛生費 
5億4372万円（7.3％） 

土木費 
10億9267万円（14.7％） 

教育費 
11億2397万円（15.2％） 

公債費 
4億8824万円（6.6％） 

労働費 
692万円（0.1％） 

農林水産業費 
3億1890万円（4.3％） 

商工費 
2億4020万円（3.2％） 

歳出の 
目的別内訳 

消防費 
4億4093万円（6.0％） 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
や 

乳
幼
児
医
療
費
の
大
幅
な
拡
充 

歳出 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
や 

乳
幼
児
医
療
費
の
大
幅
な
拡
充 
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一般会計の主な支出 （　）は構成比 

議会費　1億2855万円（1.7％） 

議会だよりの発行 289万円 

 

総務費　12億5658万円（17.0％） 

職員研修 100万円 

防災・防犯活動事業補助 27万円 

古川水防倉庫整備事業 194万円 

ふるさとフェア久御山への補助 1174万円 

基幹業務システムの運用 3168万円 

「広報くみやま」の発行 1410万円 

「ほほえみ紀行」の発行 187万円 

コミュニティ放送の委託 380万円 

 

民生費　17億7349万円（23.9％） 

社会福祉協議会補助 2801万円 

障害者自立支援給付事業 1億2971万円 

障害者地域生活支援事業 3800万円 

健康センター運動指導事業 1826万円 

居宅サービス等利用者負担額助成事業 526万円 

敬老金の支給 2135万円 

老人医療費給付事業 1140万円 

福祉医療費支給事業 3409万円 

子育て支援医療費支給事業 3841万円 

子育て支援センター「あいあいホール」建設事業 8923万円 

就学前教育（幼保一体化）の充実―保育所 1717万円 

 

衛生費　5億4372万円（7.3％） 

成人・老人保健事業 3373万円 

母子保健事業 820万円 

健康づくり推進事業 222万円 

不燃ごみ収集運搬委託 3595万円 

廃食用油回収事業 29万円 

可燃ごみ・不燃ごみの処理 1億5885万円 

し尿収集および処理 7002万円 

 

労働費　692万円（0.1％） 

 

 

農林水産業費　3億1890万円（4.3％） 

久御山ブランド推進事業補助 151万円 

農地・水・農村環境保全向上活動支援事業補助 112万円 

水田農業構造改革対策事業補助 1522万円 

国営附帯府営農地防災事業関係負担 1064万円 

国営総合農地防災事業の繰上償還 1億8122万円 

市田地区小規模農業基盤整備事業 410万円 

 
商工費　2億4020万円（3.2％） 

商工会活動補助 1856万円 

中小企業者資金借入保証料補給 1872万円 

中小企業者資金借入利子補給 6338万円 

中小企業低利融資制度（マル久制度） 3900万円 

企業立地促進助成 7400万円 

 
土木費　10億9267万円（14.7％） 

親しみとうるおいのある道づくり（歩道整備等） 3488万円 

道路整備等 3338万円 

都市下水路維持管理等 1058万円 

新市街地整備事業 3億8207万円 

公共交通「のってこバス」運行事業 3446万円 

ポケットパーク整備事業 3114万円 

公園の施設管理等 3615万円 

 
消防費　4億4093万円（6.0％） 

消防団員研修 349万円 

消防水利の増強整備 153万円 

消防機械器具等の整備 2474万円 

 

教育費　11億2397万円（15.2％） 

保護者負担の軽減 2242万円 

就学前教育（幼保一体化）の充実―幼稚園 8573万円 

国際理解教育の充実 1230万円 

小学校施設の環境整備 1億2672万円 

久御山中学校改築工事設計業務等 2226万円 

小学校教室内扇風機設置工事 995万円 

生涯学習事業 337万円 

留守家庭児童育成事業 3313万円 

男女共同参画社会の形成 257万円 

図書館サービスの向上 1098万円 

総合体育館維持管理事業 838万円 

生涯学習関連施設等管理運営 1億5089万円 

　　　　 

公債費　4億8824万円（6.6％） 
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給 与 費 

区　分 
久　御　山　町 

期 末 手 当  勤 勉 手 当  

国 

期 末 手 当  勤 勉 手 当  

本町と同じ 

▽期末・勤勉手当（ボ－ナス）の支給割合［平成19年度］ ▽特殊勤務手当の支給状況［平成19年度一般会計決算額］ 
　　　　　　　　　　　　　　　 （１万円未満四捨五入） 

久　　御　　山　　町 国 

（支給率） 

・勤続20年 

・勤続25年 

・勤続35年 

・最高限度額 

・その他の 
　　加算措置 

・１人当たり 
　　平均実支給額 

・平均勤続年数 

 

（支給率） 
 

 
 

 

 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

定年前早期退職特別措置 
（定年前年数1年につき2％加算） 

国は公表していません 

 

23.50 

33.50 

47.50 

59.28

自己都合  

月分 

月分 

月分 

月分 

 

30.55 

41.34 

59.28 

59.28

勧奨・定年 

― 2301万円 

― 35.4年 

 

月分 

月分 

月分 

月分 

▽退職手当の状況［平成20年4月現在］　　　　　　　　 （1万円未満四捨五入） 

　本町の勧奨退職は、勤続20年以上で、年齢50歳以上59歳以下の職員を対象とする退職制度です。 
　退職手当は、退職時の給料をもとに退職理由と勤続年数、基礎在職期間において職員が属して
いた職務の級によって支給額を算出します。 
　一人当たり平均支給額は、平成19年度中に退職した職員の平均支給額です。 

▽扶養・住居・通勤手当の状況［平成20年4月現在］ 

区
分 

扶
　
養
　
手
　
当 

通
　
　
勤
　
　
手
　
　
当 

久　　御　　山　　町 国 

 

☆扶養親族である配偶者 
☆配偶者以外の扶養親族 
　・１人につき 
　・配偶者がいない場合、 
　　そのうち１人 
☆16歳から22歳までの子 

13,000円 
 

6,500円 
　 

11,000円 

5,000円 加算 

本　町　と　同　じ 
 
 
 

本　町　と　同　じ 
 
 
 

☆片道1㎞未満 
☆交通機関等利用者 
　・運賃相当額≦55,000円 
　（6ヵ月定期券で算出し、 
　　4月と10月に一括支給） 
☆自動車等の利用者 
　・2㎞未満 
　・2㎞以上3㎞未満 
　・3㎞以上10㎞未満で 
　　1㎞増す毎に 
　・10㎞以上15㎞未満で 
　　1㎞増す毎に 
　・15㎞以上20㎞未満で 
　　1㎞増す毎に 
　・20㎞以上25㎞未満で 
　　1㎞増す毎に 
　・25㎞以上で 
　　1㎞増す毎に 

☆片道2㎞未満 

☆自動車等の利用者 
　・ 5㎞未満 
　・ 5㎞以上10㎞未満 
　・10㎞以上15㎞未満 
　・15㎞以上20㎞未満 
　・20㎞以上25㎞未満 
　・25㎞以上30㎞未満 
　・30㎞以上35㎞未満 
　・35㎞以上40㎞未満 
　・40㎞以上45㎞未満 
　・45㎞以上50㎞未満 
　・50㎞以上55㎞未満 
　・55㎞以上60㎞未満 
　・60㎞以上 

　 

 
2,000円 
4,100円 
6,500円 
8,900円 
11,300円 
13,700円 
16,100円 
18,500円 
20,900円 
21,800円 
22,700円 
23,600円 
24,500円 

支給なし 
　 

全額支給 
　 
　 
　 

3,000円 
6,000円 
600円 
加算 
500円 
加算 
400円 
加算 
300円 
加算 
200円 
加算 

支給なし 

　職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む）であ
り、地方公務員の身分を有する休職者・派遣職員等を含み、
臨時または非常勤職員は含んでいません。 
　なお、平成20年度職員採用計画数も含んでいません。 

▽部門別職員の状況および今後の計画［各年4月1日現在］ 

一

般

行

政

部

門 

特
別
行
政
部
門 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

▲ 1 

▲ 3 

 

 

▲ 2 

 

 

 

▲ 6 

 

▲ 1 

▲ 1 

▲ 1 

 

 

▲ 1 

▲ 8

▲ 2 

 

▲ 1 

▲ 1 

 

 

▲ 2 

▲ 6 

▲ 1 

 

▲ 1 

 

▲ 1 

 

▲ 1 

▲ 8

 

 

1 

 

▲ 1 

 

▲ 1 

▲ 1 

▲ 1 

1 

0 

 

 

1 

1 

0

3 

37 

14 

49 

22 

8 

3 

20 

156 

44 

38 

82 

12 

8 

5 

25 

263

小 計 

国保等 

下水道 

水 道 

小 計 

消 防 

教 育 

小 計 

土 木 

商 工 

農林水産 

衛 生 

民 生 

税 務 

総 務 

議 会 3 

37 

14 

50 

22 

7 

3 

19 

155 

43 

39 

82 

12 

8 

6 

26 

263

2 

34 

14 

50 

20 

7 

3 

19 

149 

43 

38 

81 

11 

8 

6 

25 

255

平成19年 

合　計 

平成20年 平成21年 （予定） 平成19年 平成20年 
平成21年 
（予定） 

職　員　数（人） 対前年増減数（人） 区分 

部門 

▽特別職の報酬等の状況［平成20年度］ 

職員全体に占める手当支給職員の割合 
支給実績 
支給対象職員１人当たり平均支給年額 
手当の種類 

代表的な手当の名称 

18.6％ 
2007万円 
446,000円 
6種類 

区　　　分 全 職 種  

消防業務手当 
じん芥収集作業手当 

給　料　月　額　等 区　分 

期
末
手
当 

報
　
酬 

給
　
料 

860,000円 

715,000円 

395,000円 

325,000円 

290,000円 

1.60月分 

1.75月分 

3.35月分 

1.60月分 

1.75月分 

3.35月分 

町　長 

副町長 

議　長 

副議長 

議　員 

町　長 

副町長 
 

議　長 
副議長 
議　員 

☆全ての職員 
　・新築・購入から 
　　5年間 
☆借家 
　・家賃額に応じ 

2,000円 

2,500円 加算 
　 
　 

最高 27,000円 

本　町　と　同　じ 
 
 
 

住

居

手

当 

6月 

12月 

計 

6月 

12月 

計 

6月 

12月 

計 

0.750月分 

0.750月分 

1.50月分 

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

16億3880万円 
職員 237人 
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給 与 費 

2億6616万円  
（一人当たり110万円）  
　16.2%

その他の手当 

4億1613万円  
　　（一人当たり 
　　　171万円）  
　　　25.4%

9億5651万円  
（一人当たり 
394万円）  
58.4％ 

給料 

期末・ 
勤勉手当 給 与 費 

▽人件費の状況［平成19年度一般会計決算額］　　　　　（1万円未満四捨五入） ▽ラスパイレス指数［各年4月1日現在］ 

　ラスパイレス指数は、地方公共団体の職
員構成（学歴別、経験年数別）が国と同一
であるとしたとき、国の給料額を100として
求められる数値です。 

区　　分 18年度 19年度 

指　　数 96.0 94.1

　人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、
報酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も含まれています。 
　なお、嘱託員・臨時職員に支払う賃金は、人件費には含まれていません。 

歳出総額（Ａ） 実質収支額 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ） 
（参考） 
平成18年度の 
人件費率 

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 

平均給与 平均給料 
区　分 

平均給料 平均年齢 平均給与 平均年齢 

久御山町 

国 

▽職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢［平成20年4月現在］ 

　給料には、扶養手当などの諸手当を含んでいません。 
　給与とは、給料と諸手当の合計額です。ただし、国の「平均給与」には特殊勤務手当、通
勤手当および超過勤務手当等の実費弁償または実績支給である給与を含んでいません。 

久　御　山　町 国 
区　　　分 

大　学　卒 

高　校　卒 

初　任　給 2年経過後 初　任　給 2年経過後 

　初任給は、卒業後ただちに採用された場合の給料額です。 

▽一般行政職の初任給［平成20年4月現在］ 

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 区　　　分 

大　学　卒 

高　校　卒 

▽一般行政職の経験年数別給料［平成20年4月現在］ 

　本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。 

1級 2級 3級 4級 5級 6級 計 区　　分 

部　　　長 

課　　　長 

課　長　補　佐 

係　　　長 

主査・主任等 

主　　　事 

主　事　補 

職　員　数　計 

構　成　比 

▽一般行政職の級別職員数の状況［平成20年4月現在］ 

3343万円 支　　給　　実　　績 

184,679円 
支給対象職員一人当たり 
平　均　支　給　年　額 

　給与費は、一般職の職員（教育長を含む）
の金額で共済費、退職手当組合負担金は含
んでいません。 
　その他の手当とは、扶養・地域・通勤・
住居・管理職・特殊勤務・時間外勤務等の
手当です。 

▽職員給与費の内訳 
　［平成20年度一般会計当初予算］ 
　　　　　　 　（1万円未満四捨五入） 

▽地域手当の支給状況 
　［平成19年度一般会計決算額］ 
　　　 （支給実績1万円未満四捨五入） 

9％ 支  給  率 

242人 支 給 対 象 職 員 数  

8433万円 支　　給　　実　　績 

348,479円 
支給対象職員１人当たりの 
平　均　支　給　年　額 

74億1417万円 2億5083万円 21億2006万円 28.6％ 31.6％ 

48.9歳 320,623円 

43.8歳 377,794円 

▽時間外勤務手当の支給状況 
　［平成19年度一般会計決算額］ 
　　　 （支給実績1万円未満四捨五入） 

41.1歳 

44.9歳 

387,506円 

438,626円 

325,113円 

339,349円 

284,679円 

308,400円 

172,200円 

140,100円 

180,600円 

145,900円 
本町と同じ 

234,900円 

198,200円 

264,300円 

234,900円 

314,500円 

264,300円 

 

 

 

 

 

13人 

 

13人 

10.7％ 

 

 

 

 

 

 

10人 

10人 

8.2％ 

 

 

 

 

11人 

16人 

 

27人 

22.1％ 

 

 

26人 

18人 

4人 

3人 

 

51人 

41.8％ 

 

14人 

 

 

 

 

 

14人 

11.5％ 

7人 

 

 

 

 

 

 

7人 

5.7％ 

7人 

14人 

26人 

18人 

15人 

32人 

10人 

122人 

100％ 

16億3880万円 
職員 237人 
16億3880万円 
職員 237人 

平成20年4月1日現在の久御山町職員の給与や勤務条件などのあらましをお知らせします。
ここに紹介する給与は、手取り額ではなく、税金や各種保険料などを差し引く前の金額です。 

町職員の給与・定員管理などを公表 町職員の給与・定員管理などを公表 
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⑤介護休暇 
職員が、配偶者、父母、子ども若しくは配偶者の父母等の負傷、疾病または老齢等により２週間以上の期間にわたって介護をするために

勤務しないことが相当であると認められる場合、連続する６か月の期間内で必要と認められる期間、休暇を取得することができます。 

分限処分とは、公務の能率を維持し、適正な運用を確保するために、地方公務員法第28条に
基づき行う処分です。主に、降任、免職、休職等の処分があります。 

2人 病気を理由とする休職 

職員の服務について、地方公務員法第30条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利
益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならな
い。」と規定されており、この規定に基づき、職員には信用失墜行為の禁止（同法33条）、職務
に専念する義務（同法35条）、営利企業等の従事制限（同法38条）を課しています。また、職
員は職員の服務規程に基づき、誠実、公正、民主的かつ能率的な職務の遂行に努めています。 

分限処分の状況（平成19年度） 1

懲戒処分とは、職員の職務義務違反に対して、公務員の勤務関係の秩序を維持するために、
地方公務員法第29条に基づき行う処分です。戒告、減給、停職、免職の４種類があります。 

0人 懲戒処分の状況 

懲戒処分の状況（平成19年度） 2

研修の実施状況（平成19年度） 1

公平委員会は、地方公務員法第７条第３項の規定により設置されており、その権限は同法第８条第２項では主に次のように定められています。 
・職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置を審査・判定し、必要な措置を執ること。 
・職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決または決定をすること。 

公平委員会の概要 1

地方公共団体は、地方公務員法第42条により、職員の福利厚生の計画を樹立し、実施することが義務付けられており、財団法人京都府市
町村職員厚生会と久御山町職員互助会において福利厚生事業をおこなっています。町職員互助会は、年会費3,600円（町補助3,600円）で会員
相互の親睦事業を実施しています。 

共済組合事業等の状況 3

職員の健康の保持増進と、職場の安全を確保するため、「労働安全衛生法」をはじめとする法令等に基づき、安全衛生を管理するための体
制や作業環境の整備、健康診断などを実施しています。 

社会環境の著しい変化に対応し、能率的・効率的で充実した行政運営を目ざすため、専門的知識と幅広い視野を兼ね備えた職員を養成します。 

職員の健康管理・職場環境の状況 1

公務災害の状況 
（平成19年度） 

2

公平委員会の業務の状況（平成19年度） 2 勤務条件に関する措置の要求の状況 

不利益処分に関する不服申立ての状況 

0件 

0件 
業 務 の  
内 　 容  

認定件数 

4件 

公務災害 

4件 

通勤災害 

0件 

内訳 

791人 
新規採用職員研修、普通救命講習会、接遇研修、教養研修（KES／環境研修）、セキュリティ研修、 
人権啓発研修、職員交通安全講習会、職場労働安全講習会、管理職研修 

40人 
一般職員研修、新規採用職員研修、係長研修、管理職研修（課長）、政策マネジメントセミナー、 
政策形成研究セミナー、日本経営協会、国際文化研究所 

集合研修 

通信教育、自己啓発 自主研修 

派遣研修 

4人 

区　　分 
 
 
 

受講者数 研 修 名 ・ 派 遣 先 等  

2人 営利企業等従事許可の状況 

（平成19年度） 

公平委員会の状況 

職員の福祉および利益の保護の状況 

職員の研修および勤務成績の評定の状況 

職員の服務の状況 

職員の分限および懲戒処分の状況 
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①1週間の勤務時間　　40時間 

③病気休暇 
負傷や疾病を療養するために勤務しないことがやむを得ないと認められる場合に、90日の範囲内で必要と認められる期間を取得すること

ができます。 

④特別休暇 

①年次有給休暇（平成19年） 
１年に20日の年次有給休暇を付与されます。その年に取得できなかった休暇日数がある場

合は、20日を限度として翌年まで繰り越すことができます。 

②育児休業および部分休業（平成19年度） 
育児休業等に関して、「地方公務員の育児休業等に関する法律」に基づき、３歳に満たな
い子どもを養育するために休業する育児休業制度と、１日の勤務時間の一部について勤務し
ないことができる部分休業制度があります。 

4人 育児休業 

0人 部分休業 

②基本的な勤務時間 開始時刻 

午前8時30分 

終了時刻 

午後5時15分 

休憩時間 

午後0時15分～1時 

勤務時間の状況 1

休暇の状況 2

１　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第
114号）の規定に基づく交通の制限又は遮断により勤務が不可能となった場合

２　風水震火災、その他非常災害により、り災し、又は交通遮断等不可抗力の原
因により勤務不能となった場合

３　交通機関の事故等による不可抗力の場合

４　証人、鑑定人、参考人等として官公署の呼出しに応ずる場合

５　選挙権、その他公民としての権利を行使し、義務を履行する場合

６　職員の結婚の場合

７　妊娠中の職員が高度の妊娠悪阻による場合

８　妊娠中の女性職員が勤務に利用する交通機関の混雑の程度又は当該職員の心
身の状態から母体又は胎児の健康保持に必要があると認められる場合

９　妊婦である職員が医師等の保健指導又は健康診査を受ける場合

10　職員の分べんの場合

11　生理日に勤務することが著しく困難である場合

12　職員が生後満１年に達しない子を育てる場合

13　職員が幼児及び児童生徒の保育又は授業を参観する場合

14　明治６年太政官達第318号による父母の祭日の場合

15　職員の忌引の場合

16　夏季における心身の健康の維持及び増進又は家庭生活の充実を図る場合

17　配偶者が出産する場合

18　職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで次に掲げる社会に貢献する活動（専
ら親族に対する支援となる活動を除く。）を行う場合で、その勤務しないこと
が相当であると認められるとき。
（１）　地震、暴風雨、噴火等により相当規模の災害が発生した被災地又はその

周辺の地域における生活関連物資の配布その他の被災者を支援する活動
（２）　身体障害者療養施設、特別養護老人ホームその他の主として身体上若し

くは精神上の障害がある者又は負傷し、若しくは疾病にかかった者に対
して必要な措置を講ずることを目的とする施設であって町長が定めるも
のにおける活動

（３）　（１）及び（２）に掲げる活動のほか、身体上若しくは精神上の障害、負傷又
は疾病により常態として日常生活を営むのに支障がある者の介護その他
の日常生活を支援する活動

19　小学校就学前の始期に達するまでの子（配偶者の子を含む）を療育する職員
が、その子の看護（負傷又は疾病にかかったその子の世話を行うことをいう。）
のため勤務しないことが相当であると認められる場合

20　その他町長が定める場合

その都度必要と認められる期間 

その都度必要と認められる期間 

その都度必要と認められる期間

その都度必要と認められる期間

その都度必要と認められる期間

７日以内

その都度必要と認められる期間

正規の勤務時間等の始め及び終わりにおいてそれぞれ30分以内。ただし、交通機関
等の関係からやむを得ないと認められる者については、1日1回60分の範囲内とする。

１回につき１日を超えない範囲内でその都度必要と認められる期間

出産予定日８週間（多胎妊娠の場合にあっては14週間）前の日から産後８週間を
経過するまでの期間

１回について３日以内で必要とする期間

１日２回45分。ただし、通勤時間等の関係によりやむを得ないと認められる者に
ついては、１日１回90分の範囲内においてやむを得ないと認められる期間（男性
職員にあっては、その子の当該職員以外の親が当該職員がこの休暇を使用しよう
とする日におけるこの休暇（これに相当する休暇を含む。）を承認され、又は労
働基準法（昭和22年法律第49号）第67条の規定により同日における育児時間を請
求した場合は、１日２回それぞれ45分から当該承認又は請求に係る各回ごとの期
間を差し引いた期間を超えない期間）

１月に１回参観に必要な時間

慣習上、最小限度必要と認められる期間

親族に応じて１～10日で必要と認められる期間

７月から９月の期間内に原則として連続する４日間（週休日及び休日を除く。）

出産のための入院等の日から出産の日後２週間の期間内に３日間。ただし、やむ
を得ない事情がある場合は５日間

１暦年において５日以内 

 

１暦年において５日以内 

町長が定める期間

期　　　　間 事　　　　由 

9.7日 年間平均取得日数 

職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況 
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　第42回久御山町民運動会が10月12日、東角小学校グ

ラウンドでおこなわれ、約3,000人が参加。栄3・4丁目

自治会が総合優勝しました。 

　すがすがしい秋晴れのもと、新種目の「二人なかよく山

越えて」や「3時のおやつをつりましょう」などの多彩な

競技に挑み、スポーツの秋を満喫しました。 

　ギネスに挑戦するリレーボールは、久御山町記録を持つ

栄3・4丁目が王者の座を守り優勝。一方、玉入れでは、

相島が47個を入れ、優勝しました。 

　自治会対抗種目の結果は、次のとおりです。 

【総合成績】①栄3・4丁目　②相島　③野村 

【リレーボール】①栄3・4丁目　②野村　③東一口 

【玉入れ】①相島　②野村、栄3・4丁目 

【女子対抗リレー】①林　②東一口　③田井 

【男子対抗リレー】①佐山　②北川顔　③相島 

【綱引き】①藤和田　②市田　③佐山 

東角小学校グラウンド 

第42回町民運動会 

栄3・4丁目が総合優勝 

西村　湖々奈ちゃん 
にしむら　　こ　こ　な 

（平成19年8月10日生） 
笑うとエクボが可愛いいココちゃん♪ 

明るく元気に育ってネ！　 

島田　父　虎三さん・母　智美さん 

山口　柚奈ちゃん 
やまぐち　ゆず　な 

（平成17年1月5日生） 
いつまでも元気で優しい 

わが家のプリンセスでいてね　 

林　父　佳久さん・母　裕梨さん 

福島　沙凡ちゃん 
ふくしま　　さ　ほ 

（平成18年6月26日生） 
はじめての海水浴は、とっても 

楽しかったネ。来年もいこーね★ 

佐山　父　功さん・母　千恵さん 

▲ギネスに挑戦「リレーボール」 

▲息を合わせて大なわとび 

▲白熱した男子対抗リレー 

▲ギネスに挑戦「玉入れ」 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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書道教室（10月16日・地域福祉センター） 
福祉講演会（10月3日・ゆうホール） 



　五穀豊穣や地域住民の幸せを願い、秋祭りが町内の各神

社でおこなわれました。 

　森の玉田神社では、10月5日の神幸祭に続き、9日に

は神輿に乗った神霊を本社に移して秋の祭礼を締めくくる

還幸祭がおこなわれました。 

　烏帽子、狩衣装束に身を包んだ八つの宮座の当家らが、

座の神宝を捧げ、提灯が立ち並ぶ参道を緩やかな足取りで

練り歩く姿は、華麗な時代絵巻のようでした。 

玉田神社（森） 

還幸祭 

厳かに秋の祭礼 
東角幼稚園東側 

稲刈り体験 

農業の苦労を体験 

平成20年9月13日から10月15日までの受付分（敬称略） 

櫛
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介
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島
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江
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野
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山
 

　
〃
 

　
林
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栄
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村
ゆ
き
な
 

谷
　
　
優
月
 

平
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健
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福
島
　
飛
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吉
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駿
王
 

荒
木
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葉
　
粟
裕
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田
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き
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ん
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　し
ゅ
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あ
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大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

　10月8日、佐山小学校5年生の児童が、社会科の授業

の一環で、佐山校区青少年健全育成協議会の協力・指導に

より、米作りの苦労や喜び、働くことの厳しさなどを学ぶ

ため、稲刈りを体験しました。 

　昔ながらの手作業での稲刈りは、同会メンバーの松村さ

んの田んぼ

を借りて実

施。児童は、

松村さんか

らカマの持

ち方や稲の

刈り方、束

ね方などの

指導を受け、

丁寧に刈り

取りました。 

提灯が立ち並ぶ参道を、厳かな雰囲気で歩く野口宮司ら 手作業で稲刈りを体験する児童 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんこう 

　　　み　こし 

かんこう 

　　　え　ぼ　し 

　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうちん 
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2008 Kumiyama

2008 Kumiyama2008 Kumiyama

染め物（板じめ絞り）教室 
（10月17日・中央公民館） 

秋季ヨガ・スト
レッチ教室 

（10月17日・総
合体育館） 小学生工作教室（10月19日・ゆうホール） 



〈
特
選
〉
 

　
森
田
祐
里
奈
　
　
佐
山
小
学
校
　
　
5
年
 

　
山
下
　
将
広
　
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

　
奥
田
　
莉
緒
　
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

　
鵜
ノ
口
美
幸
　
　
久
御
山
中
学
校
　
2
年
 

〈
入
選
〉
 

　
佐
藤
も
な
み
　
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

　
酒
匂
　
晴
菜
　
　
佐
山
小
学
校
　
　
5
年
 

　
西
村
　
早
立
　
　
佐
山
小
学
校
　
　
5
年
 

　
中
野
　
紗
季
　
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

　
大
垣
　
陽
志
　
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

　
長
村
　
　
薫
　
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

　
喜
多
　
祥
子
　
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

町明るい選挙推進協議会では、明るい選挙啓発ポスターと標語審査会を9月
19日に開催。応募のあったポスター97点、標語553点を厳正に審査し、ポス
ター部門で特選4点、入選7点、標語部門で特選24点を選びました。 
両部門の特選作品28点は京都府の2次審査に出品し、ポスター部門で東角小
学校4年の奥田莉緒さんが入選、佐山小学校5年の森田祐里奈さんが佳作に選
ばれました。また、標語部門では御牧小学校3年の葛城諒さん、佐山小学校2
年の長田真央さん、東角小学校6年の鵜ノ口日向さん、久御山中学校3年の飯
尾隼人さんが優秀賞に選ばれました。 
特選・入選作品は、町民文化祭で展示するほか、明るい選挙の啓発に活用し
ます。ご応募ありがとうございました。　　　　　　　　　＝敬称略・順不同＝ 

【
特
選
】
奥
田
　
莉
緒
 

【
特
選
】
山
下
　
将
広
 

【
特
選
】
鵜
ノ
口
美
幸
 

【
入
選
】
中
野
　
紗
季
 

【
入
選
】
大
垣
　
陽
志
 

【特選】森田祐里奈 

【入選】佐藤もなみ 

【入選】酒匂　晴菜 

【入選】西村　早立 

【入選】長村　　薫 

【入選】喜多　祥子 

啓発ポスター・標語 啓発ポスター・標語 啓発ポスター・標語 

〈
特
選
〉
 

わ
た
し
も
　
お
と
な
に
な
っ
た
ら
　
い
く
か
ら
ね
 

　
　
　
野
口
　
実
香
　
御
牧
小
学
校
　
１
年
 

と
ど
け
よ
う
　
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ね
が
い
 

　
　
　
葛
城
　
　
諒
　
御
牧
小
学
校
　
3
年
 

あ
な
た
が
決
め
る
　
あ
な
た
が
未
来
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
え
る
ん
だ
 

　
　
　
樫
木
　
美
里
　
御
牧
小
学
校
　
6
年
 

ま
ず
一
票
！
　
そ
れ
が
な
け
れ
ば
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
ら
な
い
！！
 

　
　
　
中
川
　
由
梨
　
御
牧
小
学
校
　
6
年
 

僕
ら
に
残
し
て
明
る
い
未
来
 

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一
票
が
大
切
だ
 

　
　
　
西
村
　
俊
哉
　
御
牧
小
学
校
　
6
年
 

わ
た
し
も
ね
　
お
お
き
く
な
れ
ば
　
き
っ
と
い
く
 

　
　
　
長
田
　
真
央
　
佐
山
小
学
校
　
2
年
 

こ
の
町
を
　
え
が
お
に
す
る
の
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
一
票
 

　
　
　
小
林
　
登
和
　
佐
山
小
学
校
　
3
年
 

あ
な
た
の
一
票
　
す
て
き
な
未
来
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
は
し
だ
 

　
　
　
山
口
　
美
結
　
佐
山
小
学
校
　
3
年
 

伝
え
よ
う
　
あ
な
た
の
心
　
選
挙
で
ね
 

　
　
　
嶝
口
　
珠
里
　
佐
山
小
学
校
　
4
年
 

す
て
な
い
で
！
　
大
人
に
し
か
な
い
　
選
挙
権
 

　
　
　
酒
匂
　
晴
菜
　
佐
山
小
学
校
　
5
年
 

や
く
だ
て
よ
う
　
あ
な
た
の
一
票
　
明
る
い
未
来
 

　
　
　
中
川
　
莉
緒
　
東
角
小
学
校
　
3
年
 

み
ら
い
を
決
め
る
の
は
 

　
　
　
　
　
　
　
大
事
な
あ
な
た
の
一
票
 

　
　
　
広
田
　
亜
子
　
東
角
小
学
校
　
3
年
 

そ
の
一
票
　
未
来
を
か
え
る
　
だ
い
一
歩
 

　
　
　
松
本
ゆ
き
の
　
東
角
小
学
校
　
3
年
 

明
る
い
未
来
　
あ
な
た
の
一
票
で
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
っ
て
い
こ
う
 

　
　
　
喜
多
　
祥
子
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

一
票
が
　
み
ん
な
の
未
来
を
　
か
え
る
ん
だ
 

　
　
　
森
本
　
愛
果
　
東
角
小
学
校
　
4
年
 

一
票
で
　
未
来
が
変
わ
る
よ
　
明
る
く
ね
 

　
　
　
多
田
　
正
嗣
　
東
角
小
学
校
　
5
年
 

投
票
で
　
み
ん
な
の
未
来
が
　
築
か
れ
る
 

　
　
　
阿
武
　
優
佑
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

良
い
国
　
良
い
町
　
良
い
選
挙
 

　
　
　
石
田
　
　
唯
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

投
票
し
よ
う
！
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
の
た
め
に
 

　
　
　
鵜
ノ
口
日
向
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

入
れ
よ
う
一
票
　
作
ろ
う
こ
れ
か
ら
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
と
政
治
 

　
　
　
原
田
　
知
花
　
久
御
山
中
学
校
１
年
 

待
っ
て
る
よ
　
あ
な
た
が
持
っ
て
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一
票
 

　
　
　
飯
尾
　
隼
人
　
久
御
山
中
学
校
3
年
 

投
票
に
行
こ
う
　
あ
な
た
の
生
き
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
の
た
め
に
 

　
　
　
園
田
　
真
生
　
久
御
山
中
学
校
3
年
 

君
の
心
の
一
票
を
　
咲
か
せ
て
み
よ
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
来
の
国
に
 

　
　
　
圓
山
葉
津
希
　
久
御
山
中
学
校
3
年
 

が
ん
ば
っ
て
　
願
い
を
こ
め
た
　
大
事
な
一
票
 

　
　
　
佐
藤
久
美
子
　
一
般
 

久
御
山
ま
な
び
教
室
 

ポ
ス
タ
ー
部
門 

標
語
部
門 

あいあいホール便り 
■　あいあい☆サロン　■ 
日時／毎週火～土曜日　午前9時～午後4時 
対象／町内在住の就学前の乳幼児とその保護者 
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■　みるく�サロン　■ 
日時／毎週水曜日　午前10時～正午 
対象／町内在住の生後3～10か月ぐ
らいの乳児とその保護者、妊婦 

※11月19日dのみるく�サロンは、「わ
らべうたの講習会」です。 

■　保育所長のお話し会　■ 
今月は、佐山保育所長に子育てにつ
いて話していただきます。 
日時／11月7日f　午前10時30分～
11時30分 

■　秋色コンサート　■ 
子どもも大人も赤ちゃんも、ぜひ聴
きにきてください。 
日時／11月4日c　午前11時～11時
30分（開場：午前10時30分） 

内容／歌…川崎郁子さん、曲目…アイ

アイ、小さい秋みつけた、モーツ
ァルトの子守歌など 

■　高齢者との交流会　■ 
荒見苑の女性部と乳幼児の親子との
交流会です。 
日時／11月20日e　午前10時～11
時30分 

■　離乳食講習会　■ 
簡単にできる離乳食をつくります。 
日時／11月21日f　午前10時30分
～正午 

内容／おかゆ、ささみのごままぶし焼
き、土佐和え 

定員／20組 
費用／親子で200円 
申し込み／11月18日cまでに、あい
あいホールへ。電話可 

■　11月生まれの子どもたちのお誕生会　■ 
みんなで、いっしょに歌を歌ってお
祝いします。手作りカードのプレゼン
トがあります。 
日時／11月27日e　午前11時20分
～11時40分、午後3時20分～3
時40分 

■　絵本を楽しむ日　■ 
日時／11月6日e・20日e　午後3時
30分～3時50分、13日e・27日
e　午前11時30分～11時50分 

■　体育遊びの日　■ 
トランポリンやボールプールなどで
楽しく遊びましょう 
日時／11月14日f・25日c　午前9
時～午後4時 

第
5
回
「
田
井
ま
な
び
塾
」
が
9
月
27
日

g
に
、「
木
津
川
で
お
も
い
っ
き
り
遊
ぼ
〜

Ｄ
ａ
ｙ
」
を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
流
れ
橋
下
流
で
、
水
深
も
浅
く

流
れ
も
緩
や
か
で
、
魚
も
た
く
さ
ん
泳
い
で

い
る
安
全
な
場
所
を
選
び
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
子
ど
も
が
幼
児
を
含
め
て
15 

人
、
保
護
者
が
役
員
を
含
め
て
14 
人
の
合
計

29
人
で
、
最
初
に
、
間
伐
で
切
っ
た
竹
を
組

み
合
わ
せ
て
い
か
だ
を
作
り
ま
し
た
。
う
ま

く
浮
い
て
大
歓
声
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

日
は
流
れ
が
急
で
、
い
か
だ
に
乗
っ
て
向
こ

う
岸
に
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

次
に
、「
魚
取
り
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

岸
の
浅
瀬
で
持
っ
て
き
た
網
で
す
く
う
と
、

小
魚
や
小
さ
な
エ
ビ
が
け
っ
こ
う
取
れ
、
ず

ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

最
後
は
、
運
営
委
員
さ
ん
が
セ
ッ
ト
し
た

場
所
で
「
宝
さ
が
し
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

お
宝
を
見
つ
け
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
け
っ
こ
う
広
い
場
所
で

お
こ
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
全
て

を
探
し
出
し
ま
し
た
。
 

普
段
は
保
護
者
と
一
緒
に
川
遊
び
を
な
か

な
か
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
本
来
の
無

邪
気
さ
を
十
分
に
発
揮
し
、
楽
し
い
半
日
を

す
ご
し
ま
し
た
。
 

自
分
た
ち
が
住
む
町
内
を
流
れ
る
川
を
美

し
く
し
、
魚
を
は
じ
め
多
く
の
生
き
物
が
生

息
で
き
る
環
境
を
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る

ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
こ
の
取
り
組

み
は
大
き
な
成
果
と
な
る
で
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

薬物の害は本人だけにはとどまり
ません。幻覚や妄想などによる思い
こみのために、家族、友人、果ては
無関係な人にまで暴力をふるったり、
薬物を手に入れる資金を得るために
二次的な犯罪を犯したりと、社会全
体に対しても害を及ぼすことになる
のです。 
ほんの一度だけのつもりがいつの
間にか中毒になり、一度しかない人
生が取り返しのつかないものとなっ
てしまいます。 
Ｎｏ！と言える勇気をもちましょ
う。 
問い合わせ／長寿健康課 

麻薬・覚せい剤・大麻など 

啓発ポスター・標語 啓発ポスター・標語 

久
御
山
ま
な
び
教
室

久
御
山
ま
な
び
教
室
 

久
御
山
ま
な
び
教
室
 

子育て 
支援セン

ター 
子育て 
支援セン

ター 

あいあいホール便り あいあいホール便り 
■　あいあい☆サロン　■ 
日時／毎週火～土曜日　午前9時～午後4時 
対象／町内在住の就学前の乳幼児とその保護者 

■　あいあい☆サロン　■ 
日時／毎週火～土曜日　午前9時～午後4時 
対象／町内在住の就学前の乳幼児とその保護者 
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が
ん
は
、
正
常
な
細
胞
が
、
が
ん
細
胞
に

変
わ
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
最
大
の

原
因
は
細
胞
の
老
化
で
す
。
 

つ
ま
り
、
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
日
本

人
は
、
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
が
高
い
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
 

日
ご
ろ
か
ら
健
康
的
な
生
活
習
慣
と
検
診

を
受
け
て
が
ん
の
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
 

平
成
20
年
度
か
ら
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が

ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
胃
が
ん
の
各
種

が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
成
人
歯

科
健
診
の
実
施
期
間
が
、
12 
月
27
日
ま
で
延

長
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

       次
の
8
か
条
は
、
日
々
の
生
活
に
簡
単
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
実

践
し
て
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

禁
煙
が
大
事
で
す
。
 

①
禁
煙
す
る
 

　
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。
他
人
の
タ
バ
コ

の
煙
を
可
能
な
限
り
避
け
る
。
 

②
適
度
な
飲
酒
を
す
る
 

　
適
量
を
守
り
、
週
に
2
日
は
休
肝
日
を

つ
く
る
。
飲
ま
な
い
人
、
飲
め
な
い
人
は
、

無
理
に
飲
ま
な
い
。
 

③
食
塩
は
控
え
る
 

　
食
塩
の
摂
取
は
、
１
日
当
た
り
10 
㌘
未

満
に
す
る
。
 

④
野
菜
・
果
物
を
食
べ
る
 

　
野
菜
は
毎
食
、
果
物
は
毎
日
食
べ
る
。

野
菜
は
、
１
日
当
た
り
3
5
0
㌘
を
目
標

に
す
る
。
 

⑤
熱
い
飲
食
物
は
避
け
る
 

　
熱
い
も
の
は
、
冷
ま
し
て
か
ら
食
べ
る
。
 

⑥
定
期
的
に
運
動
す
る
 

　
適
度
に
体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
け
る
。
 

⑦
体
重
管
理
を
す
る
 

　
日
頃
か
ら
、
体
重
を
量
り
管
理
す
る
。
 

⑧
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
す
る
 

　
感
染
者
は
治
療
を
受
け
、
未
感
染
者
は

感
染
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

今年1月から7月末までに久御山町・宇治市内で発生し
た振り込め詐欺被害の認知件数は18件で、前年同期の3
倍に達しており、被害総額も約2,065万円と高額になって
います。また、被害者は、40歳代の人を中心に幅広い年
代になっています。 
その具体的な手口を次に紹介します。 
・主に家族の一員や警察官、弁護士などになりすまして、
交通事故や借金、痴漢行為などのトラブル処理名目で現
金を振り込むよう要求する「オレオレ詐欺」 
・社会保険庁や税務署、自治体などの職員を装い、年金や
税金の払い過ぎ分を返還するなどと偽ってコンビニエン
スストアや無人のATM設置コーナー（現金自動預払機）
に誘い出し､ATMを操作するよう求める「還付金等詐欺」 
・多重債務を一本化するなどとダイレクトメールや電子メ
ールで融資の勧誘をおこない、申込者に保証金や手数料
などの名目で現金振り込み要求する「融資保証金詐欺」 
・有料サイトの利用料名目などありもしない請求をする「架
空請求詐欺」 

★被害に遭わないための対策 
・オレオレ詐欺…相手側がフルネームや具体的な職種など
を告げたとしても、必ずこちら側から本人と連絡をとる
ようにする。警察官などを名乗った場合、相手が告げた
電話番号ではなく、電話番号案内サービスなどで正規の
連絡先を自分で確認して連絡をおこない、所属氏名の確
認をおこなって、事実が確認できるまではすぐにお金を
振り込まない。 
・還付金等詐欺…電話番号案内サービスなどで正規の連絡
先を自分で調べ社会保険事務所や税務署などに電話をし
て確かめる。また、ATMの操作を求められること自体
を怪しいと思い、相手の求めにのらない。 
・融資保証金詐欺…貸金業者登録番号の明示を確認する。 
・架空請求詐欺…全く自分や家人等で身に覚えがない請求
には応じない。 
トラブルに巻きこまれたら、1人で悩まず、宇治警察署、
府消費生活安全センター1075（671）0004、府山城広域
振興局商工観光室10774（21）2103へご相談ください。 

◆
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

◆
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
8
か
条
 

振り込め詐欺被害防止について 

vol.122

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

29

図
書
館 
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
子
育
て
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の

本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

山
崎
晃
資
著
 

子
育
て
に
行
き
詰
っ
て
子
ど
も
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
親
、
子
育
て

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
親
た
ち
に
、
そ
の
処
方
箋
を
一
問
一
答
で
紹

介
 

「
子
育
て
不
安
の
処
方
箋
」
 

中
川
俊
己
著
 

ほ
め
て
育
て
る
こ
と
を
子
育
て
の
基
本
と
し
、「
叱
る
」
こ
と
は

し
つ
け
の
一
手
段
、
と
考
え
る
著
者
が
、
ほ
め
方
叱
り
方
の
ヒ
ン
ト

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
子
ど
も
を
伸
ば
す
ほ
め
方
叱
り
方
」
 

田
中
喜
美
子
著
 

や
さ
し
い
つ
も
り
で
甘
や
か
し
、
し
つ
け
の
つ
も
り
で
押
し
つ
け

て
は
い
な
い
か
な
ど
、
し
つ
け
で
悩
む
親
に
成
功
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
 

「
し
つ
け
の
で
き
る
親
に
な
る
」
 

∧
本
か
ら
学
ぶ
子
育
て
∨
 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
天
空
の
祝
宴
 （

堂
場
瞬
一
著
）
 

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
…
。
巨
大
一

枚
岩
「
ザ
・
ウ
ォ
ー
ル
」
攻
略
中
に
転

落
死
し
た
親
友
。
事
故
だ
と
思
っ
て
い

た
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
？！
 

★
ぐ
る
ぐ
る
う
ず
ま
き
 

（
三
輪
一
雄
・
絵
）
 

よ
く
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
あ
る
う
ず
ま
き
。
な
る
と
、
か
と
り

線
香
、
大
仏
さ
ま
の
頭
？！
ぐ
る
ぐ
る
う

ず
ま
き
を
探
し
て
み
よ
う
。
 

★
い
か
だ
満
月
 （

山
本
一
力
著
）
 

江
戸
の
義
賊
と
し
て
名
を
馳
せ
た
鼠

小
僧
次
郎
吉
。
獄
門
に
な
っ
た
後
、
残

さ
れ
た
妻
と
息
子
は
…
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

①　冬瓜は2㎝くらいに切り、内側の
ワタと種を取り、外側は厚く皮をむく。 
②　熱湯で柔らかくなるまで茹でる。
ざるに上げて、水分を十分にきる。 

③　冬瓜を塩と薄口醤油、しょうが汁
を加えただし汁でゆっくりと煮る。 

④　③にかにカマボコをほぐして入れ
る。 

⑤　水溶きのくずを加えてとろみをつ
けて出来上がりです。 

※冬瓜は夏に取れますが、冬まで保存
できます。 

　冷して食べると、体の熱を取り、温
めて食べると、体を温めます。 

図
書
館
で
は
、
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
と
共
催
し
、

子
ど
も
た
ち
に
〝
お
は
な
し
の
魅
力
〞
を
伝
え
て
い
た
だ
く
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申

込
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
①
11 
月
21
日
f
　
午
後
2
時
〜
4
時
　
②
11 
月
26
日
d

　
午
前
10 
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
　
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
3
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
 

対
象
／
満
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
①
講
演
…
「
絵
本
＆
読
み
聞
か
せ
の
魅
力
」
　
講
師
…

え
ほ
ん
館
館
長
　
花
田
睦
子
さ
ん
　
②
実
習
…
て
ぶ
く
ろ
人

形
（
ミ
ト
ン
く
ま
）
の
制
作
と
実
演
　
講
師
…
保
育
と
人
形

の
会
講
師
　
矢
野
正
枝
さ
ん
 

定
員
／
先
着
25
人
 

申
し
込
み
／
図
書
館
へ
。
電
話
可
 

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
 

作り方 

■材料（4人分） 

かにカマボコ 
冬瓜 
だし 
塩 

･･････････････････20g 
･････････････････････････400g 
･･･････････････････････4カップ 
･･････････････････････小さじ2/3

･･････････････････小さじ4 
･･････････････････････大さじ3 

･････････････小さじ2～3

薄口醤油 
くず 
しょうが汁 

多
湖
輝
著
 

わ
が
ま
ま
、
甘
え
ん
坊
、
引
っ
込
み
思
案
…
。
そ
ん
な
わ
が
子
の

姿
に
悩
む
お
母
さ
ん
に
、
ひ
と
り
っ
子
の
育
て
方
を
紹
介
 

「
ひ
と
り
っ
子
育
て
の
智
恵
」
 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

4
日
c
・
10
日
b
・
17
日
b
・
25
日
c
・
 

30
日
a
・
12
月
1
日
b

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

57㌔カロリー／1人分 

冬瓜とかに風味の薄くず仕立て 

118
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あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、
子
育
て
に
関
す

る
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

年
齢
、
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

内
容
／
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
、
あ
い
あ

い
☆
サ
ロ
ン
・
み
る
く
�
サ
ロ
ン
へ
の

参
加
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
な
ど
。
 

応
募
条
件
／
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
①
11 
月
11 
日

c
　
松
井
所
長
に
よ
る
お
話
　
②
11 
月

19 
日
d
　
京
都
市
「
京
あ
ん
し
ん
こ
ど

も
館
」
の
視
察
と
研
修
 

※
②
は
町
バ
ス
で
行
き
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。
 

  
「
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
お
困
り
の

人
や
福
祉
制
度
の
利
用
や
社
会
参
加
な
ど
に

つ
い
て
お
悩
み
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

秘
密
は
、
固
く
守
り
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
13 
日
e
　
午
前
10 
時
30
分
〜
午

後
3
時
30
分
 

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 

内
容
／
日
常
生
活
や
社
会
参
加
に
つ
い
て
の

個
別
相
談
、
見
え
に
く
い
人
の
た
め
の

機
器
な
ど
の
紹
介
や
ア
ド
バ
イ
ス
 

相
談
員
／
（福）
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
（福）
紫
野

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
各
職
員
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
7
日
f
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可
 

  
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
20
日
e
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4

時
 

対
象
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人
 

内
容
／
社
会
見
学
と
交
流
会
 

行
き
先
／
一
休
寺
と
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
宇
治
市
）
 

定
員
／
先
着
15 
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
10 
日
b
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布

団
、
掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消

毒
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生
的

な
管
理
が
困
難
な
人
 

※
同
世
帯
に
寝
具
の
衛
生
的
な
管
理
が
で
き

る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
。
 

対
象
と
な
る
寝
具
／
敷
布
団
１
枚
、
掛
布
団

１
枚
、
毛
布
１
枚
 

費
用
／
敷
布
団
１
9
0
円
、
掛
布
団
１
9
0

円
、
毛
布
70
円
 

回
収
日
／
11 
月
26
日
d
（
回
収
し
ま
す
）
 

納
品
日
／
12 
月
3
日
d
（
配
達
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
12 
日
d
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
 

   
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

多
く
の
人
た
ち
と
と
も
に
環
境
負
荷
の
少
な

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
見
学
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
13 
日
g
　
午
前
9
時
か
ら
 

※
中
央
公
民
館
前
に
午
前
9
時
ま
た
は
総
合

体
育
館
前
に
午
前
9
時
15 
分
に
集
合
 

場
所
／
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
パ
ル
ス
プ

ラ
ザ
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
小

学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者
同
伴
）
 

内
容
／
京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｄ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
　
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
？
〜
環
境
に
や

さ
し
い
取
組
を
し
て
い
ま
す
か
？
〜
」

を
約
2
時
間
見
学
 

※
京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
関
す
る
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

U
R
L

　http://w
w
w
.pref.kyoto.jp/ 

　kankyofes/

 

定
員
／
先
着
25
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12 
月
12 
日
f
ま

で
に
、
環
境
保
全
課
へ
。
 

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

視
覚
相
談
会
 

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
 

京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

見
学
会
 

家
族
介
護
者
交
流
事
業
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手打うどん・居酒屋 

久御山町下津屋川原１０７－１ 

営業時間 

定休日 

電　　話 

昼１１：３０～１４：００／ 夜１７：００～２４：００ 

水曜日 

（0774）45－0660 申込み受付中です。右記教室までご連絡ください。 

◆東教室　075－983－8381 
　　　　　秋 山 　浩 子 
　
◆栄教室　0774－43－5840 
　　　　　玉 城 　啓 永 
　
◆西教室　0774－43－1075 
　　　　　山 田 　　 操 
 

秋の無料体験学習 

11月13日（木）～30日（日） 



町
で
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て
理
解
し
合

い
、
支
え
あ
っ
て
生
き
る
男
女
平
等
と
共
同

参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
15 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
演
題
…
「
子
育
て
を
楽
し
む
！
」
　

講
師
…
「
宇
治
子
育
て
を
楽
し
む
会
」

代
表
　
迫
き
よ
み
さ
ん
 

定
員
／
30
名
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
14 
日
f
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
。
 

※
保
育
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
17 
日
b
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
 

内
容
／
ク
ッ
キ
ン
グ
（
お
イ
モ
の
料
理
）
 

対
象
／
子
育
て
中
の
親
子
 

定
員
／
15 
組
 

費
用
／
一
組
2
0
0
円
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
4
日
c
か

ら
11 
日
c
ま
で
の
間
に
、
同
協
議
会
へ
。
 

  
こ
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
、「
み
て
、
き

い
て
、
さ
わ
っ
て
、
か
ん
が
え
て
」
い
た
だ

く
講
演
会
な
ど
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
15 
日
g
　
①
午
前
10 
時
〜
午
後

4
時
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
京
田
辺
市
立
中
央
公
民
館
 

内
容
／
①
福
祉
機
器
展
　
②
発
達
障
害
講
演

会
　
演
題
…
「
親
も
子
も
地
域
も
一
緒

に
変
わ
っ
て
い
き
た
い
〜
息
子
は
イ
ケ

イ
ケ
パ
ニ
ッ
カ
ー
〜
」
　
講
師
…
高
阪

正
枝
さ
ん
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
6
日
e
ま

で
に
、
（福）
京
都
府
社
会
福
祉
事
業
団
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
す
て
っ
ぷ

セ
ン
タ
ー
）
1
0
7
7
4
（
6
4
）
6

１
4
１
へ
。
 

※
託
児
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

  
乳
幼
児
を
持
つ
父
母
な
ど
に
、
け
が
や
誤

飲
な
ど
に
対
す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
心
肺
蘇
生
な
ど
の
実
技
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
あ
わ
て
ず
対

処
す
る
心
構
え
を
学
び
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
22
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
30

分
 

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
 

※
近
鉄
新
田
辺
駅
北
西
へ
5
0
0
㍍
 

内
容
／
①
講
演
…
「
小
児
の
誤
飲
と
心
肺
停

止
に
対
す
る
応
急
手
当
の
重
要
性
」
　

講
師
…
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
小
児
科

副
部
長
　
長
村
敏
生
医
師
　
②
心
肺
蘇

生
等
の
実
技
講
習
　
講
師
…
京
田
辺
市

消
防
署
職
員
 

定
員
／
先
着
30
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健

所
企
画
調
整
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）

2
１
9
9
へ
。
電
話
可
 

  日
時
／
12 
月
8
日
b
　
午
後
１
時
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
 

対
象
／
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族
 

※
膠
原
病
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋

炎
、
慢
性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言
 

担
当
医
師
／
国
立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
リ

ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科
診
療
部
長
　
柳

田
英
寿
医
師
 

定
員
／
6
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
11 
日
c
か

ら
、府
山
城
北
保
健
所
1
0
7
7
4（
2

１
）
2
9
１
１
へ
。
電
話
可
 

  
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
農
家
等
事
業
者
の
み
な
さ
ん

へ
の
配
布
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

期
間
／
11 
月
25
日
c
〜
12 
月
5
日
f
　
い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

※
土
・
日
曜
日
、
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
 

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
管
内
で
農
業
等
を
営
む
個
人
・
団
体
 

配
布
方
法
・
費
用
／
ト
ラ
ッ
ク
を
持
ち
込
み
、

自
身
で
運
ぶ
…
5
0
0
円
／
3ｍ
、
配
達

…
１
，
0
0
0
円
／
3ｍ
 

※
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
4
日
c
か

ら
12 
日
d
ま
で
の
間
に
、
同
組
合
各
施

設
お
よ
び
町
環
境
保
全
課
に
備
え
付
け

ま
た
は
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jyonaneikan.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ

ー
（
〒
６１０
‐
０１２１
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
）

1
0
7
7
4
（
5
3
）
3
5
8
１
、
6

　
　
0
7
7
4
（
5
3
）
3
5
8
9
へ
。
郵

送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可
 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
 

福
祉
機
器
展
＆
講
演
会
 

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン
 

小
児
救
急
医
療
講
座
 

剪
定
枝
チ
ッ
プ
実
費
配
布
 

難
病
相
談
（
膠
原
病
）
 

こ
う
げ
ん
 

せ
ん
て
い
 

教育委員会では、土曜日の午前
中に「土曜塾」を開講しています。
途中からの参加や都合のつく日だ
けの参加でもOKです。みんなで一
緒に勉強しませんか。 
 
日時／11月15日・22日、12月6日・
13日、1月10日・17日・24日・
31日、2月7日・14日のいずれ
も土曜日　午前9時～正午 

場所／中央公民館 
対象／町内在住の中学生 
費用／500円（資料等代ですので、
回数に関係なく一律です） 

申し込み・問い合わせ／学校教育
課または久御山中学校1075
（631）7207へ。 
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町
で
は
、
町
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の

満
70
歳
以
上
（
9
月
１
日
基
準
）
の
人
に
、

敬
老
金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な
い
人
は
、
対

象
者
に
送
付
し
た
支
給
決
定
通
知
書
と
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
11 
月
28
日
f
ま
で
に
、
長

寿
健
康
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

期
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
税
を
身
近
に
感
じ
、
税
の
仕
組
み
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
11 
月
11 
日
か

ら
17 
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
、
税
務
署
を
中
心
に
税
に
関
す
る
広
報
・

広
聴
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
「
税
金
で
で
き

て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の
絵
画

展
を
お
こ
な
い
ま
す
。
土
・
日
曜
日
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
 

日
時
／
11 
月
11 
日
c
〜
17 
日
b
　
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、

不
測
の
事
態
に
も
備
え
て
い
ま
す
。
 

◎
障
害
基
礎
年
金
 

加
入
中
か
、
資
格
喪
失
後
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
国
内
居
住
中
の
病
気
や
ケ
ガ
で
、
国

民
年
金
法
に
定
め
る
障
害
が
残
っ
た
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

子
が
い
る
と
き
は
加
算
が
あ
り
、
20
歳
前

の
傷
病
の
場
合
は
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

◎
遺
族
基
礎
年
金
 

加
入
中
の
人
な
ど
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
人
に
生
計
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る

妻
」
か
「
子
」
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

子
が
18 
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で
支
給
さ
れ

（
子
に
障
害
が
あ
る
と
き
は
20
歳
に
な
る
ま

で
）、
子
の
人
数
に
応
じ
て
加
算
が
あ
り
ま

す
。
 

◎
寡
婦
年
金
 

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
含
む
）
と

し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
含

む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
老
齢
・
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、妻（
婚

姻
期
間
が
継
続
し
て
10 
年
以
上
）
に
60
歳
か

ら
65
歳
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

◎
死
亡
一
時
金
 

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
含
む
）
と

し
て
保
険
料
を
3
年
以
上
納
め
た
人
が
、
老

齢
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な
い
で
死
亡
し

た
と
き
、
生
計
が
同
じ
で
あ
っ
た
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。（
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
る
場
合
を
除
く
）
 

◎
特
別
障
害
給
付
金
 

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
平
成
3
年
3
月

以
前
の
学
生
や
昭
和
61
年
3
月
以
前
の
厚
生

年
金
加
入
者
な
ど
の
配
偶
者
で
、
そ
の
当
時

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
障
害
基
礎
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
対
象
で

す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
1
0
5
 

　
　
7
0
（
0
5
）
１
１
6
5
、
I
P
電
話
・

P
H
S
1
0
3
（
6
7
0
0
）
１
１
6
 

　
　
5
ま
た
は
住
民
課
 

  
12 
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
「
平
成
20
年

住
生
活
総
合
調
査
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
安
定
・
向
上
の

た
め
の
基
礎
資
料
の
収
集
を
目
的
に
、
住
宅

に
関
す
る
全
国
的
な
意
識
調
査
と
し
て
5
年

に
１
度
、
国
土
交
通
省
が
お
こ
な
う
も
の
で

す
。
 

全
国
の
普
通
世
帯
の
中
か
ら
任
意
に
抽
出

さ
れ
た
区
域
・
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
ら
れ
た
世
帯
に
は
、
11 
月
下
旬
か

ら
順
次
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課
 

敬
老
金
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に
 

国
民
年
金
の
給
付
 

住
生
活
総
合
調
査
の
実
施
 

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展
 

ふるさとフェア 

先の戦争で尊い生命を失われた戦没
者の人々へ追悼の誠をささげ、平和へ
の誓いを新たにするため、戦没者追悼
式をおこないます。 
式典のあと、アトラクションを予定
していますので、ご遺族の人々をはじ
め、多くの皆さんも参列してください。 

会場へは、次のとり、臨時送迎バス
を運行しますので、最寄のバス停から
ご乗車ください。 
内容／第1部…追悼式典　第2部…ア

トラクション（漫才や浪曲・歌謡
ショー） 

問い合わせ／社会福祉課 
▼臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表 

 

相島北バス停 

東一口　ローソン西側 

前川橋バス停 

排水機場前バス停 

西一口バス停 

中島バス停 

大橋辺公民館向側 

北川顔バス停 

藤和田バス停 

市田バス停 

12：00 

12：05 

12：07 

12：09 

12：10 

12：13 

12：20 

12：23 

12：25 

12：00

発車時刻 

 

場　　所 号車 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

2

鈴間バス停 

村東バス停 

御牧バス停 

坊之池バス停 

相島西バス停 

林バス停 

佐山バス停 

久御山団地バス停ロータリー 

久御山団地南バス停（東側） 

佐山東代バス停 

12：03 

12：08 

12：10 

12：13 

12：17 

12：10 

12：13 

12：10 

12：13 

12：18

発車時刻 

 

場　　所 号車 

 

 

2 

 

 

 
3
 

 

4

佐山小学校前 

新成田バス停 

栄町バス停 

西栄町バス停 

佐古バス停 

工業団地バス停（五差路南側） 

下津屋口バス停 

下津屋バス停 

12：10 

12：05 

12：07 

12：10 

12：13 

12：15 

12：20 

12：23

発車時刻 

 

場　　所 号車 

5 

 

 
 

6

戦没者追悼式 と　き　11月11日（火）　午後1時から 
ところ　中央公民館 
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平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
と
な
っ
て
い
る
人
で
、
次
の
要

件
を
満
た
す
人
は
、
申
請
す
る
と
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

口
座
振
替
に
す
る
と
、
保
険
税
（
料
）
を

支
払
っ
た
人
に
所
得
税
や
個
人
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
金

融
機
関
に
口
座
振
替
を
依
頼
し
た
後
、
口
座

振
替
依
頼
書
の
控
え
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
各
担
当
課
の
窓
口
で
支
払
方
法
変
更
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
・
国
保
医
療
課
 

   

  
11 
月
は
、
犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
、
ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
犬
の
登
録
…
法
律
に
よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
飼
い
犬
は
、
生
涯
１
回
の
登
録
が
必

要
で
す
。
 

・
放
し
飼
い
は
禁
止
…
犬
の
放
し
飼
い
は
、

迷
惑
で
す
。
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

必
ず
し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
散
歩
時
の
フ
ン
の
後
始
末
…
家
の
前
や
道

端
な
ど
の
フ
ン
は
、
気
分
の
悪
い
も
の
で

す
。
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の

責
任
で
す
。
回
収
袋
や
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ

ず
に
持
っ
て
散
歩
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
は
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、
散

歩
時
に
は
フ
ン
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
 

・
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
…
捨

て
ら
れ
た
犬
は
、
飢
え
や
寒
さ
に
苦
し
む

だ
け
で
な
く
、
人
に
危
害
を
加
え
た
り
交

通
事
故
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し

て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
次
の
日

時
・
場
所
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜

2
時
20
分
　
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
9
時

〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
人

は
、
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、

定
期
点
検
と
清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

実
施
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
の
で
、

次
の
と
お
り
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
 

○
定
期
点
検
…
京
都
府
登
録
の
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者
 

○
清
掃
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
許
可
を
得

た
浄
化
槽
清
掃
業
者
 

○
水
質
検
査
…
府
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機

関
の
6
京
都
保
健
衛
生
協
会
1
0
7
5（
6
 

　
8
１
）
１
7
2
7
 

ま
た
、
増
改
築
や
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

で
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
る
と
き
は
、

環
境
保
全
課
に
届
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
城
南
衛

生
管
理
組
合
1
0
7
5
（
6
3
１
）
5

１
7
１
 

  
使
用
済
の
ラ
イ
タ
ー
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ス
プ
レ
ー
缶
、
乾
電
池
、
体
温
計
は
そ
れ
ぞ

れ
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

燃
や
す
ご
み
の
日
に
他
の
ご
み
と
は
別
に

透
明
な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

特
に
ラ
イ
タ
ー
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス

プ
レ
ー
缶
は
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
に
混
入
し

て
し
ま
う
と
収
集
車
内
で
発
火
し
、
大
事
故

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

分
別
収
集
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

年
金
特
徴
か
ら
 

口
座
振
替
へ
の
納
付
変
更
 

犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
 

浄
化
槽
の
定
期
点
検
と
清
掃
 

使
用
済
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
分
別
 

中央公園  

久御山 
～第20回記念　あかるい未来に向かっ

て～
ふるさとフェア ふるさとフェア 

と　き 

ところ 

11月23日（祝） 午前9時30分 　　　～午後3時 

今年で20回目を迎え、農業・商業・工業・一般の各
エリアやフリーマーケットコーナーでは、それぞれに趣
向を凝らした催しや展示、即売などをおこないます。 
メインステージでは、ティーアップやジャリズム（出
演予定）の漫才や、QU－Eの歌謡ショー、ヤッターマ
ンのキャラクターショーなど盛りだくさんの催しを予定
しています。 
みなさんお誘い合わせのうえ、ご来
場ください。 
問い合わせ／同フェア実施委員会（産
業課内） 

過去に滞納のない人が口座振 
替により納付する場合 

後期高齢者医療保険料 
（国保医療課） 

国民健康保険税 
（税務課） 

①国民健康保険税を確実に納 
付していた人（本人）が、口 
座振替により納付する場合 

②世帯主または配偶者がいる 
人で、その口座振替により納 
付する場合 

種類（担当課） 要　件 
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久
御
山
町
と
京
都
府
で
は
、
環
境
に
や
さ

し
い
乗
り
物
で
あ
る
「
バ
ス
」
に
乗
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
家
庭
で
地
球
環
境
や
バ
ス
に
つ

い
て
話
し
合
う
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
11 
月
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
バ
ス
・

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
バ
ス
・

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、
次
の
路
線
バ
ス
を

利
用
の
際
、
大
人
１
人
に
つ
き
同
伴
の
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
2
人
ま
で
が
無
料
に
な
る

取
り
組
み
で
す
。
 

利
用
方
法
は
バ
ス
を
降
り
る
時
に
、
運
転

手
に
子
ど
も
が
「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
言

っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
O
K
で
す
。
 

※
定
期
券
利
用
者
は
、
除
き
ま
す
。
 

対
象
の
路
線
バ
ス
／
久
御
山
町
、
宇
治
市
、

城
陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡

市
、
京
田
辺
市
、
大
山
崎
町
、
宇
治
田

原
町
を
走
る
京
阪
バ
ス
、
京
阪
宇
治
バ

ス
、
京
阪
シ
テ
ィ
バ
ス
、
阪
急
バ
ス
、

の
っ
て
こ
バ
ス
（
久
御
山
町
）、
城
陽

さ
ん
さ
ん
バ
ス
（
城
陽
市
）、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
わ
た
（
八
幡
市
）
 

※
京
阪
中
書
島
駅
、
京
阪
淀
駅
、
近
鉄
大
久

保
駅
行
き
の
路
線
バ
ス
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
都
市
計
画
課
 

   
ク
ル
マ
は
便
利
で
快
適
で
す
が
、
渋
滞
、

環
境
問
題
と
ク
ル
マ
に
頼
り
す
ぎ
る
生
活
に

は
、
困
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

久
御
山
町
と
京
都
府
で
は
、
C
O
2
の
排

出
量
を
減
ら
し
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
「
低

炭
素
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
か
し

こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
」
を
考
え
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
だ
け
で
「
か
し
こ
く
」

ク
ル
マ
と
付
き
合
う
方
法
が
見
え
て
く
る「
ク

ル
マ
の
使
い
方
・
見
直
し
セ
ッ
ト
」
を
お
送

り
し
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
少
し
ず
つ
ク

ル
マ
の
使
い
方
を
見
直
す
こ
と
で
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
町
内
の
公
共
交
通

情
報
を
掲
載
し
た
「
お
出
か
け
マ
ッ
プ
」
を

見
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

U
R
L

　http://w
w
w
.teitanso-kyoto.jp/

 

応
募
方
法
／
11 
月
30
日
a
ま
で
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
ご
記
入
の
う
え
、

F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
で
府

交
通
対
策
課
（
〒
６０２
‐
８５７０
住
所
記
載
不

要
）
6
0
7
5
（
4
１
4
）
4
3
6
5
、

　kotsu@
pref.kyoto.lg.jp

へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
都
市
計
画
課
 

  
平
成
21
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
、

平
成
14 
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
15 
年
4
月
１

日
ま
で
に
生
れ
た
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時

健
康
診
断
を
お
こ
な
い
ま
す
。
必
ず
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
 

健
康
診
断
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

日
程
／
御
牧
小
学
校
…
11 
月
11 
日
c
　
東
角

小
学
校
…
11 
月
18 
日
c
　
佐
山
小
学
校

…
11 
月
27
日
e
　
各
校
と
も
午
後
１
時

30
分
か
ら
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
市
田
斉
当
坊
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
草
花

双
鳥
鏡
」
が
、
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
鏡
は
、
直
径
10 
・
4
㎝
、
厚
さ
0
・

2
㎝
の
青
銅
製
で
、
11 
世
紀
後
葉
頃
（
平
安

時
代
）
の
も
の
で
す
。
こ
の
鏡
の
出
土
に
よ

り
、
出
土
地
付
近
に
有
力
寺
社
の
荘
園
政
所

や
在
地
領
主
の
館
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
貴
重
な
資
料
を
11 
月
4
日
c
ま
で
中

央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
、
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

          
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
18 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
園
庭
開
放
（
雨
天
時
は
、
室
内
遊
び
） 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

  
「
119
番
の
日
」
で
あ
る
11 
月
9
日
か
ら
15 

日
ま
で
の
7
日
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
の
前
に
、
火
災
予
防
の
思
想
を
広
め
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
死
傷
者
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防

止
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

次
の
「
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
7

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
住
宅
防
火
対
策
を
進
め

ま
し
ょ
う
！
 

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。
 

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

⑤
寝
具
お
よ
び
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。
 

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。
 

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

草花双鳥鏡 
（市田斉当坊遺跡出土） 

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

就
学
時
健
康
診
断
 

町
指
定
文
化
財
 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

ふ
だ
ん
ク
ル
マ
を
 

使
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
　か
 

そ
う
ち
ょ
う
き
ょ
う
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公
共
下
水
道
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で

下
水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み

な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

            
11 
月
9
日
は
、
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
防
火
防
災
意
識
の
高
揚

お
よ
び
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を

目
的
に
、
昭
和
62
年
か
ら
「
119
番
の
日
」
と

し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
機
会
に
、
電
話
の
そ
ば
に
住
所
や
電

話
番
号
、
近
く
に
あ
る
大
き
な
目
標
（
学
校
、

店
舗
、
公
園
、
橋
、
バ
ス
停
な
ど
）
を
書
い

た
メ
モ
を
貼
る
な
ど
、
い
つ
で
も
落
ち
着
い

て
119
番
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
 

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
通
報
さ
れ
る
場
合
、

久
御
山
町
と
他
市
と
の
境
界
で
は
、
ア
ン
テ

ナ
設
置
場
所
に
よ
り
近
隣
の
消
防
本
部
へ
入

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、「
久
御

山
町
」
と
伝
え
て
い
た
だ
く
と
、
町
消
防
本

部
へ
転
送
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

携
帯
電
話
で
119
番
を
す
る
と
き
は
、
災
害

場
所
の
市
町
名
、
住
所
、
氏
名
、
携
帯
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
11 
月
4
日
c
か
ら
税
務
署
の
電
話
は
、
自

動
音
声
案
内
に
変
わ
り
ま
す
。
 

税
金
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
音
声
案
内
に
従
い
「
１
」
番

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
国
税
局
の
「
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
ご
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

ま
た
、
税
金
の
納
付
相
談
や
税
務
署
へ
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
で
税
務
署
に
ご
用
の
人
は
、

「
2
」
番
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

税
務
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

な
お
、
来
署
に
よ
る
ご
相
談
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4（
4
 

　
　
4
）
4
1
4
1
 

  
学
生
時
代
に
視
覚
を
失
っ
た
講
師
が
、
生

活
訓
練
を
受
け
、
国
家
資
格
を
取
得
。
現
在

は
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
点
字
・
パ
ソ
コ

ン
の
指
導
員
と
し
て
勤
務
す
る
中
で
、
経
験

し
て
き
た
こ
と
や
思
い
を
お
話
し
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
13 
日
e
　
午
後
１
時
〜
2
時
30

分
 

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 

内
容
／
演
題
…
「
23
歳
の
旅
立
ち
」
　
講
師

…
久
保
弘
司
さ
ん
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
鳥
居
寮

1
0
7
5
（
4
6
3
）
6
4
5
5
ま
た

は
府
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
1
0
7
 

　
　
7
4
（
5
5
）
4
１
１
9
 

     
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
で
は
、

第
19 
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

マ
ラ
ソ
ン
の
部
は
、
記
録
と
入
賞
を
目
指

し
１
・
5
㎞
・
3
㎞
・
5
㎞
・
10 
㎞
に
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
は
、
3

㎞
の
コ
ー
ス
に
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

名
物
と
な
っ
た
具
だ
く
さ
ん
「
ぶ
た
汁
」

も
あ
り
ま
す
。
 

あ
わ
せ
て
、
大
会
運
営
の
「
カ
ナ
メ
」
と

な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

日
時
／
平
成
21
年
１
月
25
日
a
　
午
前
9
時

30
分
か
ら
（
雨
天
決
行
）
 

場
所
／
木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
久

御
山
町
役
場
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
23
日
-
ま

で
に
、
各
公
共
施
設
な
ど
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
参
加
費

を
添
え
て
同
実
施
委
員
会
事
務
局
（
総

合
体
育
館
内
）
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
。
 

  日
時
／
11 
月
16 
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
高
校
生

以
上
）
の
人
お
よ
び
所
属
ク
ラ
ブ
員
 

種
目
／
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
 

費
用
／
１
ペ
ア
１
，
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
9
日
a
ま

で
に
、
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体

育
館
内
）
へ
。
電
話
可
 

        〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
、
11 
月
9
日
a
（
9
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
 

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。
 

  日
時
／
11 
月
12 
日
d
・
26
日
d
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
 

 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

第
19
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
 

町
総
体
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
 

京
都
府
視
覚
講
演
会
 

119
番
の
日
 

申
し
込
み
は
１１
月
1
日
G
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
） 

ゆ
う
ホ
ー
ル
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

工期は、平成21年3月下旬まで 

▼田井処理分区（相島地区内） 
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▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
 

（
ワ
ー
ド
編
Ⅰ
）
 

日
時
／
11 
月
19 
日
d
・
21
日
f
・
26
日
d
・

28
日
f
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時

30
分
〜
9
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ワ
ー
ド
の
基
礎
知
識
か
ら
文
書
作
成

ま
で
を
、
わ
か
り
や
す
く
学
習
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
相
談
会
 

日
時
／
11 
月
20
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
で
つ
く
る
年
賀
状
に
関
す

る
相
談
を
個
別
に
受
け
付
け
ま
す
。
 

※
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
く
だ
さ
い
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
19 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
映
画
の
D
V
D
を
鑑
賞
し
ま
す
。
 

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

  日
時
／
11 
月
14 
日
f
・
28
日
f
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
8
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7

時
30
分
、
22
日
g
　
午
後
6
時
〜
7
時

（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前

ま
で
）
 

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
秋
の
夜
星
を
観
察
し

ま
す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
） 

  日
時
／
11 
月
13 
日
e
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
踏
み
台
を
作
り
ま
す
。（
花
器
の
台

に
も
な
り
ま
す
）
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
7
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
8
日
g
　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
11 
月
15 
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
、
16 
日
a
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
ビ
ー
玉
が
こ
ろ
が
る
お
も
ち
ゃ
を
作

り
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
9
日
a
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。

た
だ
し
、
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
音
の
実
験
と
ス
ピ
ー
カ
ー
作
り
 

定
員
／
12 
組
 

費
用
／
子
ど
も
１
人
あ
た
り
１
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
22
日
g
　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
 

内
容
／
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
く
演

奏
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
11 
月
29
日
g
　
午
後
2
時
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
3
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。
 

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
／
20
組
 

 

  日
時
／
11 
月
29
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
 

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
11 
月
30
日
a
　
午
前
8
時
45
分
〜
午

後
0
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
久
御
山
の
自
然
や
産
業
・
文
化
な
ど

を
探
る
教
室
で
す
。
 

※
の
っ
て
こ
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

       日
時
／
11 
月
15 
日
g
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
料
理
･
会
話
･
講
演
等
を
通
し
て
国

際
交
流
を
図
り
ま
す
。
 

講
師
／
ト
ー
レ
ス
・
ミ
ヨ
シ
・
マ
キ
・
ソ
チ

ル
さ
ん
（
メ
キ
シ
コ
）
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室
 

久
御
山
た
ん
け
ん
隊
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

国
際
交
流
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

漢
字
出
直
し
塾
 

リ
コ
ー
ダ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
 

た
の
し
い
折
り
紙
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

大
人
木
工
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

申
し
込
み
は
１１
月
１
日
G
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
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日
時
／
11 
月
25
日
c
・
28
日
f
【
2
回
コ
ー

ス
】
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
毛
筆
で
年
賀
状
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
 

講
師
／
日
垣
翆
峰
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

持
ち
物
／
墨
・
す
ず
り
・
細
筆
・
下
敷
き
 

  日
時
／
11 
月
27
日
e
・
12 
月
１
日
b
・
4
日

e
【
3
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
お
正
月
前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な

し
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

持
ち
物
／
足
袋
・
下
着
・
長
襦
袢
・
着
物
・

前
板
・
紐
4
本
・
伊
達
締
2
本
・
帯
枕
・

帯
あ
げ
・
帯
締
め
 

 ※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

        日
時
／
11 
月
6
日
e
・
10 
日
b
・
18 
日
c
・

27
日
e
　
午
後
7
時
〜
8
時
、
11 
月
2

日
a
・
15 
日
g
・
16 
日
a
・
23
日
a
　

午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。） 

  日
時
／
①
11 
月
8
日
g
・
②
22
日
g
　
い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど
　
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
な
ど
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

11 
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
 

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
（
面
接
・
電
話
相

談
）
 

11 
月
10 
日
b
・
25
日
c
　
い
ず
れ
も
午
前
10 

時
〜
午
後
１
時
　
中
央
公
民
館
１
階
教
養
室

3
号
 

※
面
接
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
） 

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

11 
月
13 
日
e
・
27
日
e
　
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
4
時
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

11 
月
13 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

11 
月
20
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室
 

き
も
の
着
付
け
教
室
 

申
し
込
み
は
１１
月
１
日
G
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 1 0人　 
8 , 5 2 0人　 
8 , 5 9 0人　 
6 , 7 7 0世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 8人　 
1 1人　 
7 0人　 
6 0人　 

〈9月中の動き〉 

〈10月1日現在〉 

（
前
月
比
／
増
１７ 
人
）
 

 
体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
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＜年末年始の体育施設休館日＞ 
総合体育館・屋外スポーツ施設は、12月29日Bから1月3日Gまで休館します。ご了承ください。 



健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～10時30分 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 6日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年2月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

7日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成20年7月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

19日D

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成20年1月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

10日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成18年4月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

17日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

17日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年4月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

21日F

10か月児健診（10月14日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 19日DＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
3か月以上6か月未満の乳児 
（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

離 乳 食 教 室  午後1時～1時15分 3～10か月児の保護者 
離乳食の指導、作り方の実習と試食
（初期・中期・後期） 

26日D

※ 

24
広報くみやま 平成20年11月1日 

保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会（町総合体育館内） 
10774（44）2205　60774（44）2203

あいあいホール 
10774（41）2263　60774（41）2283

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



11月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・市田・鈴間・田井・荒見・

下津屋・下津屋サンハイツ・島

田・東島田・森・坊之池・野村

・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・松陽台・サンタウン佐山・

佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地・久御山団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地 

東佐山団地・久御山団地 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

5日 
（第１水曜日） 
19日 

（第３水曜日） 

12日 
（第２水曜日） 
26日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

12日D
12月4日E

17日B

13日E
12月5日F

12日（第２水曜日） 

※公会堂等の指定場所に油の入っ 
　ていた容器等で出してください。 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

明
治
初
年
の
木
津
川
付
替
工
事
の
完

成
で
、
下
津
屋
か
ら
下
流
は
流
路
の
曲

折
も
な
く
な
り
、
流
れ
は
良
好
と
な
っ

て
付
替
工
事
以
降
、
水
害
の
危
惧
か
ら

開
放
さ
れ
た
。
 

と
こ
ろ
が
付
替
地
点
の
上
流
は
、
堤

防
の
高
さ
は
三
間
（
五
・
四
メ
ー
ト
ル
）、

河
底
の
土
砂
体
積
な
ど
、
改
良
を
要
す

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
治
水
の
観
点
か
ら

京
都
府
は
、
早
急
な
改
良
工
事
の
実
施

を
計
画
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
最
も

川
幅
の
狭
い
下
津
屋
と
綴
喜
郡
の
上
奈

良
（
現
八
幡
市
）
間
は
、
上
流
の
曲
折

す
る
河
道
の
関
係
で
、
右
岸
の
下
津
屋

側
で
拡
幅
が
計
画
さ
れ
、
下
津
屋
全
戸

の
大
半
が
立
ち
退
か
ね
ば
な
ら
ず
、
住

民
は
改
修
工
事
の
必
要
性
を
認
め
な
が

ら
も
工
事
の
実
施
に
反
対
し
た
。
 

木
津
川
沿
岸
に
立
地
す
る
下
津
屋
は
、

近
世
の
洪
水
の
多
発
で
土
砂
の
堆
積
、

湿
潤
地
も
多
く
、
拡
幅
に
よ
る
耕
地
の

減
少
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
も

計
画
で
の
墓
地
の
移
転
は
、
先
祖
の
霊

地
を
汚
す
こ
と
に
な
り
、
精
神
的
に
村

人
た
ち
を
圧
迫
し
た
。
ま
た
、
明
治
十

四
年
（
一
八
八
一
）
に
作
成
さ
れ
た
『
山

城
国
久
世
郡
誌
』
に
よ
る
と
「
下
津
屋

村
の
概
要
は
、
村
の
領
域
が
東
西
十
二

町
二
五
間
、
南
北
六
町
二
四
間
、
戸
数

六
五
戸
、
人
口
二
九
三
人
と
あ
り
、
氏

神
の
室
城
神
社
境
内
地
は
一
一
一
六
坪
、

檀
那
寺
の
迎
接
寺
境
内
は
三
三
七
坪
を

有
し
て
い
た
。
ま
た
、
農
業
生
産
は
甘

藷
四
五
〇
駄
、
梨
三
一
〇
駄
余
（
一
駄

＝
三
六
貫
＝
一
三
五
㎏
）、
製
茶
六
三

五
〇
斤
、
実
綿
一
万
三
四
五
斤
余
（
一

斤
＝
一
六
〇
匁
＝
六
〇
〇
ｇ
）
で
、
畑

が
二
一
町
七
反
四
畝
余
の
耕
作
地
が
あ

り
、
甘
藷
・
製
茶
は
旧
佐
山
村
六
カ
村

で
二
位
の
実
績
を
あ
げ
て
い
た
。
 

こ
の
平
穏
な
純
農
村
に
、
木
津
川
改

修
の
計
画
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

集
落
に
衝
撃
が
走
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
工
事

に
反
対
す
る
住
民
た
ち
と
京
都
府
の
間

に
立
っ
て
、
佐
山
村
長
奥
村
清
太
郎
と

下
津
屋
区
長
は
京
都
府
に
陳
情
す
る
な

ど
問
題
の
解
決
に
奔
走
し
た
。
当
時
の

京
都
府
会
議
長
も
調
停
に
入
る
な
ど
、

努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
が
、
京
都
府

の
工
事
計
画
は
撤
回
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
 

そ
の
た
め
京
都
府
は
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
三
月
、
久
世
郡
長
後
藤
善
二

を
説
得
に
当
た
ら
せ
た
が
、
下
津
屋
側

の
反
対
は
強
く
、
古
老
が
当
時
を
回
顧

し
て
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
住
民
は

火
鉢
を
投
げ
と
ば
し
、
郡
長
の
胸
ぐ
ら

を
つ
か
む
な
ど
、
激
昂
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
 

こ
の
過
激
な
住
民
こ
ぞ
っ
て
の
反
対

も
、
区
長
の
斡
旋
の
努
力
に
よ
っ
て
鎮

静
に
向
か
っ
た
。
翌
四
年
二
月
に
工
事

が
始
ま
り
、
木
津
川
新
堤
防
の
北
側
六

〇
間
を
宅
地
と
し
て
四
八
戸
が
移
転
し
、

拡
幅
さ
れ
た
川
幅
は
五
九
四
メ
ー
ト
ル
、

総
工
事
費
七
万
五
〇
〇
〇
円
で
、
翌
五

年
五
月
に
竣
工
し
た
。
 

こ
の
工
事
で
八
割
近
い
民
家
が
移
転

し
た
が
、
か
つ
て
室
城
神
社
の
境
内
は

南
北
に
長
く
、
参
道
も
南
に
鳥
居
が
建

立
さ
れ
て
い
て
、
秋
祭
り
に
は
長
い
参

道
を
神
輿
が
練
り
歩
い
た
と
い
う
。
境

内
は
南
北
が
縮
小
さ
れ
た
が
、
東
西
は

広
く
な
り
、
鳥
居
も
西
側
に
移
設
さ
れ

て
、
境
内
の
面
積
は
改
修
前
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
り
は
な
い
。
 

こ
の
改
修
工
事
の
概
要
は
、
当
時
府

会
議
員
で
あ
っ
た
田
村
秀
太
郎
が
、
大

正
六
年
五
月
十
三
日
「
木
津
川
改
修
工

事
記
」（
下
津
屋
区
有
文
書
）
に
書
き
残

し
、
当
時
の
情
況
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
大
正
四
年
一
月
の
「
木
津
川
改

修
附
帯
宅
地
分
割
ニ
関
ス
ル
一
件
綴
」

（
田
口
鈴
子
家
文
書
）
に
よ
る
と
、
京

都
府
の
土
地
買
収
金
額
は
、
宅
地
が
坪

あ
た
り
二
円
、
田
が
一
円
五
〇
銭
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
移
転
先
の
宅
地
価
格
は
、

一
反
四
〇
〇
円
（
坪
当
た
り
一
円
三
三

銭
余
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 

下
津
屋
地
区
の
木
津
川
改
修
工
事
の

完
成
で
、
暴
れ
川
と
恐
れ
ら
れ
た
木
津

川
流
域
の
水
害
は
な
く
な
っ
た
。
か
つ

て
江
戸
時
代
、
村
役
人
は
降
雨
の
た
び

に
木
津
川
の
水
位
を
奉
行
所
に
報
告
す

る
の
が
義
務
と
な
っ
て
い
た
。
 

そ
れ
ほ
ど
に
堤
防
決
壊
が
続
い
た
木

津
川
堤
防
の
堤
敷
も
一
二
間
（
約
二
一

メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
の
が
、
二
五
間

（
四
五
メ
ー
ト
ル
）
に
と
頑
丈
に
拡
幅

さ
れ
た
。
改
修
工
事
の
完
成
は
、
水
と

た
た
か
っ
て
き
た
先
人
へ
の
鎮
魂
と
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

▲改修工事の概要を記した「木津川改修工事記」 

下
津
屋
の
木
津
川
改
修
 

第一章 木津川の変遷（8） 流れ橋 
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